
蓬
含

広 侵土羊

無
な
争
、
．

欝

●

累
．

孝㌦

導
嗣

曹

　　　　1991

　　　　　6．

　　　　　N。．383

或　　　矛

ρ

1’1覧

蕊

織繕
　　　晶『

ぎ
』

9

、《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遵　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　緬　憾気，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窺饗

　　　　　　　　　　　　　　　懲臼
　　　　　　　　　　　　　　　、凄　　隷
　　　　　　　　　　　　．一L　　　委
　　　　　　　　　　　．町「暫　　　　　　　　　　壱

．・．轟携諸幽　　 碗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会議員26名………………P2～P3

　　　　　　　　　　　　　　　　　伝統文化の華開くまちへ、風流というこ

ホワイトプラン　　　　　　と’””……’一“…’…P4～P7
Wak・r　　水の流れと音　　　　　　　　　　　　水と石との語らいの公園が一部完成県

H重ghland　高原と丘　　　　　　　　　　　　　　　民防災の日…………・……・一P8～Pg
　l　dea　　　　　知議・知意

Time　　　歴史と未来の時の流れ　　　　　　　　　おまつり・ズームI　N一一・P1〔1～Pl　l

Ener鱒　　活力・エネルギー
　　　　　　　　　　　　　　　　　マイサークル、しろいしの民話と1云説

“くらし日本一，，のまちづくり’

卿

議　ノ
　　〆1一～　’一7

　　　、多！

　
　
～
ノ

葛
ギ

艶
監

・
．
無
＼

1襲～1

璽
暴
》

わが家のアイドル　わたしのケソサク

而民文芸………・………・…’…Pセ～P篭

編集と発行　白石市市長公室（ラ989－02宮城県白石市大手町1番1号費0224－25－2m）　印刷

く　じ
くらし百科一水道週間，国民年金、下水

遵整備　狂犬病予防注射・窒録の追加実

施　……”………・……………P14～P17

ヘルシークッキング、公民館だより、婦

メの家から　勤労青少年ホームから

　　　　　　　　・…P棺～P19

BOOKS・1、、んふおめ一しょん　ぼしゅ

う………………・■一…………P20～P21

左1しらせ………………………P22～P23

休日当番医，定例椙訟日……………FI24

　本木印刷㈱



2

議
長
に
大
槻
（
慶
）
氏

副
議
長
に
長
沢
氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が
四
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
二
十
六
名
の
新
議

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
二
十
六
名
脅
定
員

に
二
十
七
名
が
立
候
補
す
る
と
い
う
少

数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
率
は
八

二
・
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
回
を
五
・

一
ニ
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
改
選
後
初
の
臨
時
市
議
会
が
五
月
十

三
日
に
招
集
さ
れ
、
本
会
議
を
開
き
、

第
十
五
代
議
長
に
大
槻
慶
治
郎
氏
、
第

十
一
代
副
議
長
に
長
沢
博
氏
を
選
任
し

ま
し
た
。
、

　
引
き
続
き
各
常
任
委
員
会
の
構
成
を

決
め
、
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

　各常任

委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
次

の
各
氏
で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
総
務
財
政
常
任
委
員
会

　
委
員
長
高
橋
喜
多
雄

　
副
委
員
長
　
鈴
木
　
　
亨

　
凡
　
　
例

①
職
　
　
　
業

②
所
属
政
党

③
常
任
委
員
会

④
出
　
　
　
身

⑤
当
選
回
数

O
議
席
番
号

◎
　
委
　
員
　
長

二
副
委
員
長

ω
新
山
久
城
（
4
9
歳
）

⑥
鈴
木
康
弘
（
5
3
歳
）

議
　
　
長

㈲
大
槻
慶
治
郎
（
79
歳
）

働
大
槻
　
隆
（
6
6
歳
）

」噸

◎
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
高
橋
　
忠
夫

　
副
委
員
長
　
半
沢
正
三

◎
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
高
子
文
雄

　
副
委
員
長
　
小
山
　
惣
策

（
9
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
村
上
　
義
博

　
副
委
員
長
高
橋
要
一

㈲
鹿
又
喜
男
（
7　
歳
）

．
重
縣
講
経
済

　
　
　
　
　
　
つ
）
農
業

黒難灘副
議
長

㈹
長
沢

㈹
風
間
文
静
（
4
3
歳
）

r5｝141131「2）11｝
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　　　　塵

博
（
5
9
歳
）

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
T
｝
　
△
云
社
ロ
貝

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
②
｝
日
本
社
会
党

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
②
総
務
財
政

　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
（
唯
　
白
石

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
〔
旦
　
五
回

　
　
　
　
　
　
〔

⑥
佐
藤
仲
弍
（
5
5
歳
）

㈹
高
子
文
雄
（
6
1
歳
）

働
山
谷
宗
吉
（
6
7
歳
）

論
…
　
野

⑯
半
沢
良
吾
（
7
3
歳
）

轟
心
　
照
彗

　響ダ上
∠辱L』盆
⑤④③②①我

蘭窪縫博
　　　　　　設党　44
　　　　塵

⑫紛

制
野
昭
市
（
5
0
歳
）

　
　
　
　
噸
贔
群

㈹
矢
ノ
目
浩
孝
（
3
0
歳
）

　
　
　
　
　
撫
工
　
会
社
役
員

ゑ灘鞭

鷲

㈲
鈴
木
　
亨
（
6
1
歳
）

⑳
大
庭
康
一
（
盤
）

窯羅　
　
　
・
灘

　
　
　
　
　
　
①
会
社
役
員

四
半
沢
正
三
（
6
7
歳
）

㈹
高
橋
要
一
（
6
0
歳
）

　
　
－
勧
①
①
…
纏
属

㈹
遠
藤
倉
雄
（
7
2
歳
）

　
　
ヂ
L
（
∞
）
農
業

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
σ
）
自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
（
燈
　
総
務
財
政

　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
（
姓
　
福
岡

　
　
　
　
　
　
（
但
　
十
回

⑳
高
橋
忠
夫
（
5
6
歳
）

、
　
』

　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
T
）
農
業

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
　
③
　
◎
産
業
経
済

　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
＠
　
大
平

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
6
）
二
回

㊥④1宮月②①我
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　　　　塵

⑬
浜
田
徳
兵
衛
（
6
3
歳
）

㈲
高
橋
喜
多
雄
（
6
5
歳
）

　
　
　
　
　
　
①
会
社
役
員

　
　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
－
』

　
　
　
　
　
　
③
◎
総
務
財
政

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
ぼ
）
白
川

　
　
　
　
　
　
⑤
五
回

⑳
小
室
元
一
（
6
4
歳
）

⑫④

小
山
惣
策
（
5
1
歳
）

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
〔
侮
　
七
回

3
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温
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灘
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．

　
　
　
㍉
ナ
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興
福
畢
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隔
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旨
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壕
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甫
冊

　
㎡
監
，

饗
ノ署

蝉

船

渥

「
養
渥
i
～
、
－

競
嵩

N
r

、γ「姫
嵐’弍響

．
歴。
　　　　　　　　　ノ

護

～
1噺

！

婁

攣
鑑

　
躊
び

　
翼
㌦

響．麗

畳

一F

、
、
＼

・
筆
｛
　
　
孟

隻

》
、

門
．
麟
も

18日落成式には200人が出席。祝賀能

　　　ノ！r　．　「 撚
滋
♪
、
撫
灘
　

晦
．
．
越

高「
　
　
　
y、嗣■

璽

、
麹
　
　
　
　
．
嬉

￥
帯
．

　　繭毛響　　4　　　ト　　ザ．「

　笛、小鼓、大鼓、太鼓によるお調べは、観客に能の雰囲気を伝える

　　　　　　　　　　　　　　1騨：

　　　　　　　　　　　　　　掴彦誌

遇
．
嬰

　租～、

　
　
置

　
　
　
，

野
｝

　
、
…
忍
臨
豆
　
一

　
炉・

｝
　
　
卜
、
曜
庭

争

簿

．
野

i

ボ
ド
　
ド購

躰
舞

く

羽

←

思わず笑いを誘われる野村万作親子による「末広かり」

　　　　　　　　　　　　1歯欝i穫

の間で面をかける瞬閤。異次元への変身の一瞬である

－
蒔
間
も
前
客
長
い
列

　
五
月
十
八
日
は
風
が
強
い
も
の
の
、

抜
け
る
よ
う
な
五
月
晴
れ
。

　
午
後
二
時
。
す
で
に
入
口
に
は
、
三

時
か
ら
始
ま
る
披
露
能
の
立
見
席
の
お

客
様
が
長
い
列
を
作
っ
て
い
る
。
全
体

的
に
は
お
年
寄
り
が
多
い
が
、
若
い
人

も
意
外
と
見
か
け
る
。
話
を
聞
く
と
、

能
・
狂
言
を
初
め
て
見
る
と
い
う
人
が

多
い
。
最
近
で
こ
そ
仙
台
薪
能
な
ど
各

地
で
薪
能
が
開
か
れ
て
、
伝
統
芸
能
を

見
る
機
会
が
増
え
た
と
は
い
え
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
く
ら
い
に
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
そ

う
い
う
も
の
は
東
京
と
か
大
阪
と
か
の

大
都
市
で
し
か
開
か
れ
な
い
の
が
原
因

に
な
っ
て
い
る
。

一
魅
了
さ
れ
た
幽
玄
の
世
界

　
楽
屋
で
は
す
で
に
能
の
準
備
が
始
ま

っ
て
い
た
。
炭
が
お
こ
し
て
あ
っ
て
、

脇
に
太
鼓
の
皮
が
干
し
て
あ
る
。
カ
ン

カ
ン
と
い
う
音
が
出
る
よ
う
に
乾
か
し

て
あ
る
の
だ
と
い
う
。
演
者
た
ち
は
、

各
自
装
束
の
着
付
け
や
音
合
わ
せ
な
ど

に
余
念
が
な
い
。
本
番
が
近
い
と
い
う

張
り
詰
め
た
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

　
三
時
開
演
。
会
場
は
超
満
員
だ
。
報

道
機
関
も
大
勢
詰
め
掛
け
、
演
者
の
登

場
を
待
っ
て
い
る
。
演
者
の
表
情
が
厳

し
く
な
る
。
　
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、
舞
台
に
向
か
っ

た
。
仕
舞
が
終
わ
り
、
野
村
万
作
氏
の

演
ず
る
狂
言
が
観
衆
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し

て
く
れ
る
。

　
そ
し
て
最
後
は
、
喜
多
流
十
六
世
喜

多
六
平
太
氏
の
能
「
小
鍛
冶
」
の
出
番

だ
。
楽
屋
で
細
か
く
装
束
を
改
め
鏡
の

問
に
移
る
。
宗
家
は
鏡
の
前
で
面
と
向

か
い
、
何
か
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
今
日

の
舞
台
が
無
事
終
り
ま
す
よ
う
に
、
と

で
も
祈
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
．
．

　
橋
掛
り
に
立
ち
、
　
「
ぢ
ま
ー
く
（
お

幕
）
」
と
声
を
か
け
る
。
ス
ー
と
揚
幕
が

上
が
り
、
ゆ
っ
く
り
と
本
舞
台
に
向
か

っ
て
い
っ
た
。

　
さ
あ
、
観
客
は
心
を
自
紙
に
し
て
、

舞
台
の
描
き
出
す
も
の
を
受
け
取
ろ
う
。

能
と
狂
言
の
カ
ン
バ
ス
は
、
見
る
人
一

入
ひ
と
り
の
心
に
こ
そ
あ
る
の
だ
。

七
百
年
も
生
き
た
こ
の
芸
能
の
命
が
、

い
か
に
み
ず
み
ず
し
い
か
に
、
き
っ
と

驚
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

■
裾
野
が
広
い
古
典
芸
能

　
十
九
日
。
伝
統
芸
能
公
演
と
市
民
茶

会
が
行
わ
れ
た
。
伝
統
芸
能
公
演
は
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
五
時

間
に
わ
た
っ
て
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
だ
。

市
内
の
芸
能
団
体
の
う
ち
、
十
三
団
体

の
方
々
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
た
。
前
日
の
披
露
能
に
も
劣
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
が
熱
心
に
観

賞
し
た
。
自
石
の
古
典
芸
能
の
裾
野
が

こ
ん
な
に
も
広
か
っ
た
の
か
と
驚
か
さ

れ
た
。

　
茶
室
で
は
市
民
茶
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
ち
ら
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
能
楽
堂
ホ
ー
ル
で
煎
茶
、
三
帖
台
目

5
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麟　　　　　＿
　事や施設の感
　想などをお聞
　きしました。ぎ菰浦

。
施

ヨ堅方四「
小
間
で
濃
茶
、
八
帖
広
間
で
薄
茶
席
が

の
会
開
か
れ
た
。
お
世
話
役
の
方
々
は
朝

存、
保
六
時
か
ら
準
備
を
整
え
て
い
た
と
の
こ

楽神
と
。
・
て
れ
で
も
十
時
か
ら
昼
す
ぎ
ま
で

駄
が
混
雑
の
ピ
ー
ク
で
、
一
時
間
以
上
も

大
待
ち
時
間
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

　
二
十
名
の
白
石
女
子
高
茶
道
部
も
応
援

　
に
駆
け
つ
け
、
案
内
や
受
付
役
を
手
伝

た
っ
て
い
た
。

れか

開
｝
．
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、
軸
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が
　
　
　
　
　
　
楠
　
藁
．
き

席
　
　
　
　
セ
f
漕

茶
　
　
　
　
、
｝
　
　
閣

煎
　
　
　
　
　
　
　
　
・
鴎
、
畠
　
　
　
　
齢
、
随
、
画

の
　
　
　
・
　
　
卜
　
p
　
螺
窯
壌
・
だ

流

　　－”『　　1　　　　　　　』貞

水屋、台所では悲鳴を上げるほどの忙しさ

◆
千
葉
か
お
り
さ
ん
（
仙
台
）

　
き
の
う
（
十
七
日
）
、
仙
台
薪
能
を
見

ま
し
た
が
、
響
き
が
ま
っ
た
く
違
っ
て

迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
演
者
の
息
使
い

ま
で
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
ち
ょ
う
ど
良

い
大
き
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
歴
史
あ
る

白
石
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
建
物
の
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
白
石
が
と
っ
て

も
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

◇
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
コ
ー
エ
ン
さ
ん

　
　
　
（
村
田
高
校
英
語
指
導
助
手
）

　初めて

能
を
見
て
、
と
て
も
感
激
し

k
ヴ
．
｝

翔

　　　㎞

ズ壽
響

緊

、
翫
一

，
ト
き

署
『

●導
，
撃ヤ、鳳螺

　　八帖広間の薄茶席、三帖台［
　　　琴濯、「臥　　　■ 　　墨「『

目小問の濃茶席で大勢の市民が茶を楽しん

ま
し
た
。
聞
き
慣
れ
な
い
音
楽
に
最
初

は
と
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
謡
と
離
子
と

の
調
和
に
時
の
た
っ
の
も
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
踊
り
の
動
き
は
な
め
ら
か

で
ゆ
つ
く
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
力
強
く
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

◆
大
庭
紀
子
さ
ん
（
十
王
堂
）

　
仙
台
の
瑞
鳳
寺
で
は
、
毎
月
二
十
五

日
に
先
生
方
が
茶
会
を
開
い
て
市
民
に

開
放
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
目
に

一
度
は
茶
会
を
開
い
て
、
気
軽
に
茶
を

楽
し
む
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

6

一
市
民
の
手
で
盛
り
上
げ
た

　
今
回
の
こ
け
ら
落
し
行
事
に
は
、
市

内
文
化
団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

行
事
の
運
営
に
当
た
っ
た
。
連
日
連
夜

に
わ
た
る
打
ち
含
せ
に
も
欠
か
さ
ず
出

席
し
て
、
万
全
の
準
備
を
し
た
大
勢
の
裏

方
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
成

功
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
力
は
き
っ

と
、
こ
れ
か
ら
の
伝
承
の
館
を
大
き
く

育
て
、
全
国
に
自
慢
で
き
る
内
容
を
兼

ね
備
え
た
施
設
と
な
る
よ
う
に
導
い
て

く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
こ
れ
ま
で
文
化
と
い
え
ば
、
経
済
的

に
ソ
ロ
バ
ン
の
合
わ
な
い
ム
ダ
な
も
の

で
、
ま
た
文
化
に
経
済
的
な
効
果
を
期

待
す
る
こ
と
自
体
、
何
か
見
当
違
い
な

こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
企
業
誘
致
を
取
り
上
げ
て
み
て

も
、
単
に
そ
こ
に
労
働
力
が
あ
る
か
ら

進
出
し
て
く
る
と
い
う
時
代
は
す
で
に

終
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
す
ぐ
れ
た
教
育
環
境

が
あ
り
、
文
化
の
香
り
高
く
、
自
然
の

豊
か
さ
が
あ
る
と
い
う
快
適
な
環
境
で

な
く
て
は
ど
の
企
業
も
見
向
き
も
し
な

い
時
代
な
の
で
す
。

　
こ
の
伝
承
の
館
は
、
市
民
の
方
々
に

施
設
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
九
月
末
日

ま
で
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
お
申
し

込
み
は
お
早
め
に
、
古
典
芸
能
伝
承
の

館
豊
二
五
－
七
九
四
九
へ
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

◆
松
田
　
信
さ
ん
（
清
水
小
路
）

　
十
八
日
の
披
露
能
は
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
ね
。
今
日
（
十
九
日
）
も
来
ま

し
た
。
能
楽
堂
は
プ
ー
ン
と
木
の
香
り

が
漂
っ
て
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

◆
白
女
高
茶
道
部
顧
問
の
大
津
さ
ん

　
お
城
山
の
茶
室
が
老
朽
化
の
た
め
壊

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
と
て
も

残
念
で
す
。
五
年
間
も
部
外
茶
会
を
開

い
て
い
た
の
で
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
ど

こ
か
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

噛
．
報
調
ン
輔
叢

　
　
　
　
　
　
　
脅
誓
駄

　
　
　
　
評
』
［
『
　
　
芸
礁
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

　
二
日
聞
の
こ
け
ら
落
し
行
事
は
、
大

勢
の
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

き
、
大
成
功
で
し
た
。
卜
九
日
の
芸
能

公
演
で
は
、
能
し
か
で
き
な
い
舞
台
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
騙
広
く
使
え
る
施

設
だ
と
市
民
の
方
々
に
実
感
し
て
い
た

だ
け
た
二
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
方
々
は
も
と

よ
り
、
福
島
や
仙
台
の
方
々
も
含
め
て
、

休
み
な
く
気
軽
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
太

念
ー
　
鉱

　
　
㌻

　
「
王

　
野
外
の
若
葉
が
踊
っ

入
り
、

踪
平

韻
六

流
欝
多

　
喜

て
い
て
も
ロ
一
に

　
　
　
片
倉
公
が
能
を
楽
し
ん
で
い
た

時
代
・
て
の
ま
ま
に
近
い
環
境
で
演
ず
る

こ
と
が
で
き
て
、
役
者
と
し
て
二
ん
な

ぜ
い
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
能
は
サ
ノ
カ
ー
な
ど
と
違
っ
て
、
基

本
的
に
何
千
人
と
い
う
大
勢
の
方
に
見

せ
ら
れ
な
い
の
で
す
，
．
そ
れ
は
、
能
面

の
細
や
か
な
表
情
や
演
者
の
息
使
い
が

お
客
様
に
伝
わ
っ
て
二
な
い
か
ら
で
す
．
、

　
そ
う
い
う
点
で
、
自
石
市
の
能
楽
堂

は
演
者
に
と
っ
て
も
、
お
客
様
に
と
っ

て
も
理
想
的
な
大
き
さ
な
の
で
す
．
、

　
二
れ
か
ら
は
、
能
に
限
ら
ず
伝
統
文

化
を
歴
史
あ
る
城
下
町
臼
石
か
ら
発
展

さ
せ
る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
．
、

　
い
つ
か
機
ム
耳
が
あ
り
ま
し
み
．
ら
、
ま

た
目
疋
非
比
日
さ
ん
に
岬
か
目
に
か
か
り
た
い

と
田
心
い
ま
す
．
、

風
流
と
い
〕
つ
こ
と

●

市
長

」

井
　
貞

　
古
典
芸
能
伝
承
の
館
の
茶
室
が
完
成
し
た
が
、

命
名
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
お
話
し
を
頂
い
た
。

　
一
つ
は
、
片
倉
藩
ゆ
か
り
の
名
前
が
ふ
さ
わ
し

い
、
と
い
う
ご
意
見
で
あ
る
。
片
倉
家
の
茶
は
、

遠
州
流
・
石
州
流
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
と
っ
て
、

『
自
州
庵
』
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
じ
か
し
、
確
た

る
資
料
が
無
く
、
推
定
で
名
を
出
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　
二
つ
は
、
茶
道
流
派
の
家
元
に
命
名
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
が
、
一
流
派
に
偏
す
る

こ
と
は
、
行
政
の
作
る
建
物
に
、
な
じ
ま
な
い
。

　
結
局
、
茶
道
に
縁
の
あ
る
禅
寺
の
ご
老
師
に
命

名
を
し
て
頂
く
の
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

紫
野
大
徳
寺
の
立
花
大
亀
老
師
に
お
願
い
を
し
た

と
こ
ろ
、
ご
快
諾
頂
い
た
。
広
間
は
『
藍
如
亭
』

（
ら
、
ん
に
ょ
て
い
）
、
小
間
は
『
碧
水
庵
』
（
へ
き

す
い
あ
ん
）
。
こ
れ
は
、
禅
林
旬
集
の

　
　
澗
水
湛
如
藍
、
遠
山
無
限
碧
層
層

　
か
ら
取
ら
れ
た
と
い
う
。
藍
如
亭
は
雄
渾
無
比
。

碧
水
庵
は
、
典
雅
さ
が
匂
い
た
つ
よ
う
な
書
で
あ

る
。
老
師
が
当
代
随
一
の
名
筆
と
讃
え
ら
れ
る
の

も
当
然
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
こ
と
で
、
大
亀
老
師
の
著
書
「
利
休
に

帰
れ
」
を
読
ん
で
い
る
。
老
師
は
、
能
の
中
で
も

『
隅
田
川
』
、
　
『
羽
衣
』
、
　
『
鉢
木
』
な
ど
が
お
好

き
な
よ
う
だ
が
、
茶
の
本
質
は
佗
び
で
あ
り
、
能

の
本
質
は
幽
玄
思
想
で
あ
る
と
し
て
、
願
わ
く
ば
、

幽
玄
思
想
に
佗
び
の
生
活
が
私
の
理
想
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
融
通
む
げ
の

心
境
を
述
べ
た
、
　
「
風
流
と
い
う
こ
と
」
と
題
さ

れ
た
文
を
ご
紹
介
し
た
い
、

　
　
　
　
以
下
引
用

（
前
略
）
美
し
く
冴
え
た
紅
葉
は
私
の
庵
の
裏
に

十
数
本
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
を
敷
き
詰
め
て
、
い

っ
ぱ
い
や
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
　
「
林
間
に
酒
あ

た
た
め
て
紅
葉
た
く
と
か
や
」
ぐ
ら
い
は
で
き
ま

す
。
そ
ん
な
つ
き
あ
い
の
で
き
る
風
流
客
あ
れ
ば

い
つ
で
も
で
き
る
。
そ
の
貧
中
に
も
、
一
個
半
個

の
銘
品
ぐ
ら
い
は
用
い
る
用
意
も
あ
り
ま
す
。
キ
、

い
の
み
ぐ
ら
い
な
ら
、
桃
山
以
前
の
も
の
も
た
！
、

さ
ん
集
め
て
あ
り
ま
す
。
酒
徳
利
は
粉
引
が
い
ち

ば
ん
よ
い
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
が
、
備
前
も
丹
波

も
あ
り
ま
す
。
古
九
谷
の
上
手
は
な
い
が
、
伊
万

里
の
よ
い
の
が
あ
り
ま
す
。
台
所
に
は
、
ま
だ
か

ぼ
ち
ゃ
、
白
ね
ぎ
、
山
の
い
も
、
近
江
か
ぶ
ら
も

あ
り
ま
す
。
天
ぷ
ら
に
し
て
、
口
の
焼
け
る
ほ
ど

あ
つ
い
う
ち
に
食
う
て
一
杯
や
る
。
　
（
中
略
）
さ

て
そ
の
後
は
お
茶
で
す
。
菓
子
は
焼
き
餅
ぐ
ら
い

に
し
て
お
い
て
、
茶
碗
だ
け
は
う
ま
く
い
た
だ
け

る
も
の
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
楽
は
こ
ん
な
と

き
よ
ろ
し
い
が
、
了
入
以
下
は
感
心
し
な
い
の
で

使
わ
な
い
。
ま
た
了
入
以
前
の
も
の
は
、
値
が
高

す
ぎ
て
使
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
欠
け
た
長
次
郎

ぐ
ら
い
は
ど
こ
か
ら
と
な
く
入
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
あ
近
ご
ろ
丹
波
の
女
の
子
の
作
っ
た
も
の
、

信
楽
の
寺
垣
外
窯
の
も
の
で
も
使
い
ま
し
ょ
う
か
。

な
ん
と
し
て
も
む
し
ろ
の
上
で
す
か
ら
。

中

略

　
そ
の
上
で
「
風
流
と
は
前
後
裁
断
、
こ
れ
斉
、
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
あ
あ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
か
い
ろ
の
で
は
な
く
し
て
、
た
だ
有

る
も
の
で
在
ら
し
め
て
い
く
も
の
を
風
流
と
い
う

の
で
す
」
と
、
喝
破
し
て
お
ら
れ
る
．

　
私
の
唯
一
の
道
楽
は
、
三
島
暦
手
の
徳
利
に
分

院
白
磁
の
ぐ
い
の
み
を
そ
え
、
高
麗
青
磁
の
皿
に
、

旬
の
も
の
を
少
量
盛
っ
て
、
酒
を
楽
し
む
二
と
で

あ
る
。
月
に
一
回
く
ら
い
は
時
間
を
工
面
し
て
、

機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
今
年
中
に
は
、
ぜ
ひ
大
亀
老
師
に
こ
来
白
頂
き

講
演
と
茶
会
を
催
し
た
い
と
熱
望
し
て
い
る
か
、

伝
承
館
の
茶
室
で
、
庭
の
も
み
じ
を
眺
め
な
か
ら

ご
老
師
と
一
蓋
傾
け
る
な
ど
は
、
夢
の
又
夢
で
あ

ろ
う
か
、
。

桃
山
時
代
か
ら
四
百
余
年
に
わ
た
っ
で
．
伝

え
ら
れ
る
楽
焼
の
名
家
・
楽
家
の
第
九
代

二
七
五
六
～
7
八
三
四
）
。

7
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石との語らいの公園が一部完成2

エ

　
　
　
　
　
孝

詳
』

帯
　
へ
．
p漸

硝

　
　
　
　
麺

　
癬

鴬

　　ヤ　　ニぎド
　　ロ　ヘ　　　ナ　ルユ　

　　　　　ヰド

　　むお』欝一一一・ニペ

映
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ノ

←至材木岩

「
ノ

麹
＼

．
轟

＼
＼
．

　＼ 　
七
ケ
宿
ダ
ム
の
直
下
で
、
天
然
記
念
物
材
木
岩
の

対
岸
に
、
　
「
水
と
石
と
の
語
ら
い
の
公
園
」
の
う
ち

材
木
岩
公
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
雄
大
な

材
木
岩
を
借
景
と
し
た
こ
の
公
園
。
ダ
ム
周
辺
に
新

し
い
名
所
が
も
う
一
つ
で
き
た
と
言
え
そ
う
で
す
。

η｝
ー1I『

濡
　一9一一噛

弘
い

‘
無

広
域
観
光
ル
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
に

一
役

　
こ
の
公
園
は
、
東
北
有
数
の
七
ヶ
宿

ダ
ム
が
新
し
い
観
光
の
目
玉
に
な
っ
て

熱、
聯

・
L
陰

＼』

タ
．

．
諸饗

　　　　　　　1
　　　　　　じ　　　　　⊆　独
　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　～］一　欝

メ
（

嚇
』
r

　
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
よ
り
魅
力
の
あ
る

　
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
憩
い
の
場
に
し

　
ょ
う
と
、
平
成
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

　
ま
し
た
。

　
　
「
水
と
石
と
の
語
ら
い
の
公
園
」
の

　
区
域
は
、
白
石
川
に
沿
う
材
木
岩
公
園

　
エ
リ
ア
と
、
虎
岩
頂
上
付
近
の
虎
岩
公

　
園
エ
リ
ア
、
林
道
に
沿
う
虎
岩
駐
車
場

　
エ
リ
ア
の
三
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　
今
回
完
成
し
た
の
は
材
木
岩
公
園
エ

　
リ
ア
で
、
材
木
岩
の
雄
大
で
独
特
な
景

　
観
を
考
え
て
、
水
と
石
を
テ
ー
マ
と
し

　た

公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
園

　
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
の
が
石
の
噴
水
。

昭
和
五
十
三
年
の
宮
城
県
沖
地
震
の
時

　
に
、
虎
岩
か
ら
茶
店
脇
に
落
ち
た
七
〇

　
ト
ン
も
あ
る
大
岩
を
ご
存
じ
の
方
も
い

　
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
大
岩
を

柱
状
節
理
の
細
長
い
石
の
集
ま
り
で
支

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
さ
な
力
で
も
、

集
ま
れ
ば
ど
ん
な
大
き
な
物
も
持
ち
上

げ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
中
心
に
、
大
・
中

　
・
小
の
池
を
作
り
、
変
化
に
富
ん
だ
水

の
景
観
を
演
出
し
て
い
ま
す
、

　
平
成
三
年
度
は
、
虎
岩
公
園
エ
リ

ア
、
虎
岩
駐
車
場
エ
リ
ア
を
整
備
す
る

予
定
で
、
完
成
す
れ
ば
ダ
ム
を
真
正
面

』
か
ら
眺
望
で
き
る
絶
好
の
景
勝
地
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
七
月
末
に

は
江
志
前
か
ら
飛
不
動
を
通
り
、
虎
岩

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
七
ヶ
宿
町
に
通
じ

る
右
岸
道
路
が
完
成
さ
れ
る
予
定
で
、

楽
し
い
ダ
ム
の
周
遊
ル
ー
ト
が
て
き
そ

う
で
す
。

羅
％

…

越
河
公
民
館

●

小
学
校
で
実
施

　
六
月
十
二
日
は
「
県
民
防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
に
は
、
昭
和

五
十
三
年
六
月
十
一
一
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
し

て
、
県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
白
石
市
で
は
、
十
二

日
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
の
間
、
越
河
公
民
館
、
越
河
小
学
校

で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
家
の
備
え
は
万
全
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
よ
、
つ
。

な
ど
の
応
急
復
旧
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
の

箒
総
務
課
消
防
．
交
通
安
全
係
二
5

五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
三
三
七
に
お
問
－

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ー
グ
ラ
ッ
！
と
き
た
ら
火
の
始
末

2
窓
や
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保
を

3
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
身
を
ふ
せ
る

4
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
な

5
火
が
出
た
ら
初
期
消
火
を

6
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て
応
急
救
護
を

7
正
し
い
地
震
情
報
に
耳
を
か
せ

8
避
難
は
早
め
に

9
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
、
が
け
・
川
べ

　
り
な
ど
に
近
づ
か
な
い

10

山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
に
注
意

〆v』▼

　そのとき
　あなたば・

繋210か条

幽

生
命
と
財
産
を
守
る

　　　ぜ　　恥
1
職

無
線
施
設
を
導
入

　
き
、
第
一
に
市
民
の
生
命
、
財
産
の
保

　
全
、
福
祉
の
向
上
等
、
市
民
の
安
全
を

　
確
保
す
る
た
め
の
通
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
あ
ら

　
か
じ
め
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、

　
災
害
復
旧
な
ど
の
業
務
連
絡
、
指
示
命

　
令
等
を
迅
速
で
確
実
に
行
う
こ
と
が
で

・
置
匿
』
瓢

訓
練
の
内
容

　
「
六
月
十
二
日
午
前
九
時
頃
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
越
河
公
民
館

湯
沸
か
し
室
か
ら
出
火
し
た
。
さ
ら
に

越
河
小
学
校
一
階
か
ら
出
火
延
焼
拡
大

し
、
逃
げ
遅
れ
た
児
童
と
教
諭
が
煙
に

巻
か
れ
て
校
舎
に
取
り
残
さ
れ
た
。
」
と

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

・
る
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
の
た
め
平
成

二
一
年
度
（
総
事
業
費
二
三
、
四
二
四
千

円
）
で
導
入
を
進
め
て
い
た
防
災
行
政

　
無
線
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
防
災
行
政
無
線
（
移
動
系
）
は
市
町

村
単
位
の
「
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
平
常
時
に

は
一
般
行
政
用
と
し
て
活
用
し
、
事
務

の
連
絡
、
各
種
情
報
の
収
集
を
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
無
線
（
地
方
行

政
用
）
で
は
不
感
地
帯
が
あ
り
、
い
ざ

災
害
と
い
う
時
の
情
報
の
収
集
に
不
安

を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
小

原
雨
塚
山
に
中
継
局
を
設
置
し
た
こ
と

に
よ
り
、
市
内
全
域
の
通
信
が
確
保
で

き
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

の
想
定
に
よ
り
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
午
前
九
時
に
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

や
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
訓
練
の
開
始
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
主

会
場
と
な
る
越
河
公
民
館
、
越
河
小
学

校
で
は
、
住
民
の
避
難
訓
練
や
ハ
シ
ゴ

車
に
よ
る
負
傷
者
の
救
出
訓
練
、
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
炊
き
出
し
訓

練
、
電
話
・
電
力
・
ガ
ス
・
水
道
施
設

遷難場所』覧

大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢体育館

大鷹沢保育園

自川小学校
自川中学校
白川公民館
自川保育園

福岡小学校
福岡中学校
福岡公民館

北保育園
深谷小学校
深谷公民館
深谷保育園

八宮分校
長峰分校
不忘分校
蔵王分校
三住分校
小原小学校
小原中学校

小原公民館
小原保育園

中央公園
益岡　公 園
（含　里予勇求土易．1

白石川緑地公園

自石第一小学校

自石第一幼稚園

臼石第一児童館

市民体育館
白石女子高等学校

西保育園
市　役　所
勤労青少年ホーム

白石高等学校

白石中学校

南保育園
白石第二幼稚園

働く婦人⑳家

自石第二小学校

白石中央公民館

白石工業高等学校

自石市鷹ノ巣地区コ
ミュニティ七ンター

東保育園
東中学校
越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園
斎　　川　　ノ』、　学　　ホ交

斎川公民館
大平小学校
大平公民館

9



蝦錨鞭
　　閣渕齢9
＜光義“懇勤

雷懸馨
叢欄，

　
溜
麺
把
当
て
ク
イ
ズ

　
く

　
ぎ
』
、
　
調

　
　
｛
　
　
・
旨
ー

－
、
　
　
ー
て
「
“

購
彪
〉
㌧
、
㌧
．

．
、
「
　
　
、

一
、
ど
　
　
壕
、

　
　
　
黙

叢　　　　『　　　　■　　　　コ　　　　r　　
一

　　　　　）　　　
、　　　　　　　

　　　　　　、　ロ　ド　　　　　　ー　、z一　 　　　　　　　、
　しり　、』許　シコ　ドトごド　ヲダ

戴’環鴇配

　　養論簸、

罵翻　’メ機』　罐．磁みこし．、幽

　　よ　　麺I　　　　　　　g　　　　麗　」　 、
　　　　　　　　　く全日本こけしコンクール

　
　
弟
’
．
’
十
一
．
一
回
全
倒
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
序

最
優
秀
に

　
　
　
　
鳴
子
系
の
伝
統
こ
け
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀1ルコ堕一’稗

　
第
三
十
三
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ヶ

i
ル
の
授
賞
式
が
五
月
六
日
行
わ
れ
、

へ
十
一
人
の
入
賞
者
に
賞
状
や
ト
ロ
フ

f
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
み
ご
と
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た

鳴
子
町
の
滝
島
茂
さ
ん
（
五
五
）
の
作
品
は

「
鳴
子
系
の
伝
統
に
忠
実
な
が
ら
個
性

が
あ
り
、
大
胆
で
気
品
が
あ
る
」
と
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
は
次
の
方
々
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
　
　
　
柴
田
　
栄
子

文
部
大
臣
奨
励
賞
　
　
　
大
江
　
光
子

中
小
企
業
庁
長
官
賞
　
　
高
橋
と
し
子

　
　
　
　
　
内
閣
念
理
大
痒
賞

　
鰯

　
　
四
蓋
一
．
…
、
　
　
≠

脚
ハ
τ
　
　
濾
イ
鰺

藤
撞
繧
践

齢
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霧

通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
ノ
目
浩
孝

宮
城
県
知
事
賞
　
　
　
新
山
　
左
京

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
達
郎

大
会
会
長
賞
　
　
　
加
賀
沼
光
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
ノ
目
　
静

山
形
市
長
賞
　
　
小
倉
勝
志

日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
薄
　
　
光
伸

東
北
産
業
活
性
化
七
ン
タ
ー
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
新
山

宮
城
県
商
工
会
議
所
連
含
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
薄

仙
台
市
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
林

前
橋
商
工
会
議
所
会
頭
賞

山
形
商
工
会
議
所
会
頭
賞

米
沢
商
工
会
議
所
会
頭
賞

河
北
新
報
社
賞

産
経
新
聞
社
賞

東
日
本
放
送
賞

エ
フ
エ
ム
仙
台
賞

自
石
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
学

　
　
光
伸

　
　
重
吉

岩
崎
　
　
忠

鎌
田
　
孝
市

六
郷
　
　
満

佐
藤
　
慶
明

高
橋
と
し
子

佐
々
木
功

佐
々
木
克
己

斎
藤
　
庄
悦

新
山
　
民
夫

岩
崎
　
　
忠

額㈱つり艶臓調．ρ鐘

白石市民春まつり　　　　　52～53ノ

全日本こけしコンクール　　53～57「1

白石温麺まつり　　　　　　153～571

全日本テレホンカードまつり153～551

　ゴールデンウィーク期間中、市内は祭り一色で

熱気ムンムン。

　5月3目の春まつりでは、山車、大人・子供の

みこしのパレードをはじめ、フリーマーケット、

コンサートなど盛りだくさんの催し物でにぎわい

ました。

　もう、来年の5月が待ちどうしいネ！

曽
’

　
∫

　
一
」

㍉
　
F

∴
　
．
’

　
f

　
5

　
’

　
一
’

　
感

　
『
’

白石春の4大まつり
統一名称募集中！
　※詳しくは19ぺ一ジで
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5；」

全
肉
本
こ
け
し
コ
ン
タ
ー
ル

　
　
　
歌
壇
・
俳
壇
・
柳
壇
入
選
作

川
股
兵
三
選

工
房
は
孤
独
な
城
か
今
宵
ま
た
一
人
籠
り
て
こ
け

し
挽
ー
父
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
青
木
　
周
子

「
こ
け
し
の
目
生
き
て
ゐ
な
い
」
と
叱
ら
れ
ゐ
し
工

人
君
の
そ
の
後
を
知
ら
ず
仙
台
市
畑
中
　
恭
子

か
つ
て
見
し
大
き
こ
け
し
の
今
も
な
お
飾
ら
れ
て

あ
り
峡
の
湯
宿
に
　
　
塩
釜
市
　
　
黒
沢
　
周
子

顔
を
画
く
こ
け
し
工
入
無
言
に
て
ひ
た
す
ら
筆
に

心
こ
め
い
し
　
　
　
　
角
田
市
　
　
天
野
　
愛
子

娘
に
似
た
る
こ
け
し
飾
り
て
今
日
の
日
を
如
何
に

暮
ら
す
と
離
れ
て
思
ふ
　
塩
釜
市
　
郷
家
も
も
子

白
木
地
の
こ
け
し
に
い
の
ち
生
る
る
と
き
筆
に
ふ

ふ
め
し
墨
の
重
か
り
　
松
島
町
　
　
万
里
　
　
有

新
春
に
こ
け
し
挽
き
初
む
工
人
の
一
途
な
瞳
の
輝

き
た
く
ま
し
　
　
　
　
自
石
市
　
　
松
島
　
綾
子

冬
日
射
す
校
長
室
の
ひ
そ
か
な
り
こ
け
し
笑
み
つ

つ
ガ
ラ
ス
棚
に
見
ゆ
　
塩
釜
市
　
　
加
藤
　
武
夫

足
を
の
ば
し
臼
石
に
見
し
こ
け
し
展
白
木
の
こ
け

し
に
妻
の
画
き
た
り
　
柴
田
郡
　
　
伊
東
　
幸
男

飾
り
置
く
こ
け
し
の
一
つ
一
つ
に
も
な
つ
か
し
き
思

い
出
の
あ
り
旅
に
出
で
た
し
仙
台
市
小
林
吉
五
郎

◎
選
者
詠

萌
黄
色
に
芽
吹
き
し
山
に
抱
か
れ
て
こ
け
し
部
落

の
ひ
る
静
か
な
り
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三

鈴
木
皇
選

瞬
き
を
知
ら
ぬ
こ
け
し
に
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
山
元
町
　
　
三
宅
　
公
洋

春
の
雨
聴
，
・
表
情
の
こ
け
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
横
手
市

花
人
の
ひ
き
も
き
ら
ず
に
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
町

春
愁
や
こ
け
し
に
は
無
き
土
踏
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
白
石
市

こ
け
し
村
日
当
る
山
の
芽
吹
き
け
り

岩小佐玉
こ艶
ん子

平
間
た
け
し

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
町
　
　
佐
久
間
貞
子
’

孫
の
背
に
こ
け
し
々
貝
は
せ
て
山
晶
矢
ふ
　
　
　
　
　
”
一
一

　
　
　
　
　
　
　
岩
沼
市
　
　
小
畑
き
よ
子
”

み
ち
の
く
の
旅
に
集
め
し
こ
け
し
雛
　
　
　
　
　
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
佐
藤
　
善
夫
一
一
一

こ
け
し
皆
目
鼻
を
貰
ひ
春
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
’
・

　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
　
　
渡
辺
　
二
郎
．
一
冒

春
愁
を
ふ
り
き
る
ご
と
！
、
こ
け
し
挽
・
．
　
　
　
、
『
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
山
元
町
　
　
渡
辺
　
久
子
．
一
・

は
る
ば
る
と
土
産
に
こ
け
し
花
の
旅
　
　
　
　
　
．
一
一

　
　
　
　
　
　
　
金
沢
市
　
　
山
本
き
よ
子
、
’

◎
選
者
吟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
一

葉
桜
や
城
杜
賑
は
ふ
こ
け
し
展
　
　
　
　
　
　
　
、
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
貞
二
一
一
一

岡
國
　
鈴
木
誤
蓬
…

　
玄
関
へ
入
る
と
こ
け
し
お
出
む
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
米
沢

　
世
に
生
き
る
笑
顔
こ
け
し
に
教
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
青
木

　
出
稼
ぎ
の
父
が
こ
け
し
も
荷
に
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
三
浦

　
研
修
に
こ
け
し
の
笑
顔
学
ば
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
青
木

　
温
も
り
が
欲
し
く
て
こ
け
し
買
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
　
　
村
上

　
名
工
の
こ
け
し
に
財
布
覗
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
佐
藤

　
変
わ
る
世
に
こ
け
し
変
わ
ら
、
ぬ
キ
ジ
で
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
大
犀

　
ケ
セ
ラ
セ
ラ
こ
け
し
増
や
し
て
ま
だ
嫁
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
石
巻
市

　
な
ん
と
な
く
た
だ
な
ん
と
な
く
木
の
お
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
林

　
私
の
世
界
こ
け
し
愛
し
て
か
ら
変
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市

　
◎
選
者
吟

　
戦
争
を
嬢
う
こ
け
し
の
目
と
出
遭
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

馬

　
　
礼
子
一
F
『

　
　
周
子
・
一
一

　
　
淑
子
一
一
p

　
　
庄
三
、
一
p

　
　
正
一
・
＝
・

　
　
武
雄
、
・
一

　
　
　
　
一
一
一

　
　
和
子
、
一
一

　
　
　
　
∫

　
　
　
　
ゴ

末
永
喜
久
恵
”
一
一

　
　
Φ
り
一
一
一

　
　
　
　
ゴ

小
野
嘉
津
子
、
一
一

　
　
誤
差
．
・

　
　
㎏
㎏
」
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つ
一

　
‘
σ

。
じ

，
聞な

げ

■
鴨

　
●

奈
パ
、

ウ
飾

“

切』、マィサ’

％

硬
式
テ
ー

工

ー
ス
ク
ラ
ブ
③

ン
ジ
ョ
イ
”
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

テ
ニ
ス

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
硬
式
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
は
、
勤
労
青
少
年
が
｝
日
の
仕
事

を
終
え
、
余
暇
時
間
を
利
用
し
て
テ
ニ

ス
を
通
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
担
う
べ

く
三
年
前
に
発
足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
発
足
当
時
は
、
自
石
に
ナ
イ
タ
ー
設

備
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
な
か
っ
た
た
め
、

隣
町
の
国
見
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
。

昨
年
は
、
白
石
中
学
校
の
体
育
館
を
夜

間
お
貸
り
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
年
や
っ
と
念
願
が
か
な

い
、
四
月
二
十
六
日
に
落
成
し
た
益
岡

公
園
の
照
明
付
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
サ
ー
ク
ル
員
一

同
、
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
当
サ
ー
ク
ル
は
、
高
橋
勝
彦
コ
ー
チ

の
ご
指
導
の
も
と
、
男
女
合
わ
せ
て
四

十
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
ラ
ケ
ッ
ト

の
握
り
方
か
ら
実
戦
ゲ
ー
ム
ま
で
、
“
エ

ン
ジ
ョ
イ
！
テ
ニ
ス
”
を
モ
ッ
ト
ー
に

よ
り
楽
し
い
テ
ニ
ス
、
よ
り
楽
し
い
仲

間
づ
く
り
を
目
指
し
、
毎
週
練
習
し
て

い
ま
す
。

自

●　　　●

》
阿
　
部
　
文
　
夫

〆
r騨

』
ハ

　
ぞ

　
　
攣，

「
、
ガ

　
今
年
か
ら
、
県
内
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
の
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
ま
た
新
た
な
目
標
に
向
け

ま
す
ま
す
充
実
し
た
サ
ー
グ
ル
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
勤
労
青
少
年
の
み
な
さ
ん
も

大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ

12

し
ろ
い
し
の
．

峯皮

盤
o
③

屍
っ
た
れ
市
之
助

　
む
が
す
白
石
の
町
に
、
屍
っ
た
れ

市
之
助
っ
つ
1
名
前
ば
付
け
ら
っ
た
、

屍
っ
た
れ
の
名
人
が
い
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
っ
と
じ
、
金
ヶ
瀬
の
ほ
う
が
ら

宮
の
曲
が
り
角
ま
で
き
た
ら
、
六
部

ど
ん
（
六
部
殿
）
が
遠
刈
田
の
ほ
う

　
　
か
ね

が
ら
鉦
ば
は
だ
い
で
（
叩
い
て
）
き

た
ん
だ
ど
。

　
ほ
ん
で
、
市
之
助
が
「
六
部
ど
ん
、

六
部
ど
ん
。
お
れ
ー
、
一
ず
屈
た
っ

か
ら
、
お
前
は
鉦
ば
一
ず
は
だ
が
ね

ー
が
（
叩
か
な
い
か
）
」
ど
、
ゆ
っ
た

ら
、
六
部
ど
ん
が
、
「
お
前
が
、
な
ん

ぼ
屍
た
っ
て
も
、
お
れ
ー
、
鉦
ば
は

だ
い
で
め
し
エ
る
（
み
せ
る
）
」
ど
、

ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。

　
市
之
助
が
「
ほ
ん
だ
ら
ば
（
そ
れ

な
ら
ば
）
、
屍
ど
鉦
ど
、
ど
っ
つ
（
ど

ち
ら
）
が
勝
づ
が
競
争
す
っ
ペ
ー
」

ど
ゆ
っ
て
、
ふ
と
ご
ろ
（
懐
）
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
る

財
布
ば
出
し
て
、
「
お
れ
ー
、
こ
の
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

布
ば
賭
げ
っ
か
ら
、
お
前
は
な
に
ば

賭
げ
る
」
ど
聞
ぐ
ど
、
六
部
ど
ん
が

「
ほ
ん
で
ア
、
お
れ
も
鉦
ば
は
だ
い

で
も
ら
っ
た
銭
が
あ
っ
か
ら
、
こ
い

ず
ば
賭
げ
っ
ぺ
ー
」
ど
、
約
束
し
た

ん
だ
ど
。

　
ほ
う
す
て
、
「
ほ
ん
で
ア
、
児
捨
川

　
は
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ず

の
橋
ん
と
っ
か
ら
始
め
っ
ぺ
ー
」
ど

ゆ
う
ご
ど
に
な
っ
て
、
「
ブ
ノ
（
屍
の

音
）
カ
ン
（
鉦
の
音
）
ブ
ソ
カ
ン
）

と
音
立
で
で
、
二
人
で
歩
い
て
き
た

ん
だ
と
。
ほ
ん
だ
け
ん
と
も
（
し
か

し
）
、
市
之
助
の
麗
は
、
ち
っ
こ
ら
ぞ
、

っ
と
（
な
か
な
か
）
止
ま
ん
な
い
ん

だ
ど
。

　
い
よ
い
よ
、
白
石
の
大
橋
の
見
え

る
ど
ご
ま
で
来
た
っ
け
エ
、
市
之
助

は
思
い
切
り
、
五
連
発
の
屍
ば
、
フ

ブ
ブ
ブ
ブ
っ
と
た
っ
た
ん
だ
ど
。
六

部
ど
ん
は
、
負
げ
で
ら
ん
ね
ど
思
っ

て
、
力
ま
が
せ
に
ガ
ガ
、
、
、
、
ガ
ガ
、
ノ

と
鉦
ば
打
っ
ぱ
だ
い
だ
（
叩
い
た
）

ん
だ
ど
。
ほ
う
し
た
ら
、
鉦
の
下
の

レ
ン
ゲ
（
蓮
華
）
の
布
阻
が
松
並
木

の
ほ
う
さ
吹
っ
飛
ん
で
っ
た
ん
だ
ど
。

　
六
部
ど
ん
は
、
賭
に
負
げ
で
、
せ

っ
か
ぐ
鉦
ば
は
だ
い
で
も
ら
っ
た
銭

ば
、
さ
っ
ぱ
ど
（
全
部
）
市
之
助
に

取
ら
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
．
．

　
こ
ん
で
、
お
す
め
ー
、
チ
ャ
ン
、

チ
ャ
ン
。

プ琢

竺
一
壷
を
＝
承
竺
‘
喚
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曇
垂
管
“
罫
窒
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仙
、
丁
壷
．
曾
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肝
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舜
ら
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・

菌
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睡
、
．
U
鐘
へ
K
舗
陶
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隊
9
冒
醗
～
・
場
蕪
、
霧
’
畠
・

こういち

紘一くん
京子ちゃん（本町

索
併
、
『

鴬
へ
、
腔
’
褻
・

輩
し
．
、
一

誉
、
珍

　新　　　吉見　堕『’訊　（本町）

熱　　宗子ちゃんく
集糞　　　　光宣さん、智恵さんの長男、長女
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　髭テ　“自分なりの人生観をしっかり革，って生きてほし

3纂輿
二勇

仙
”
＝舜嶽　仙　　■艦一　　　　 曽

曾舜紫試黛致
蜘誉

・
Y
り
鼻

「
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
詫
’
詫
p
、
誇
吃
　
豊
、
薩
、
　
韓
■
、
驚
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

シ
ャ
ボ
ン
玉
息
ふ
く
ら
ま
す
薄
き
膜
わ
れ
を
う
つ
し

て
宙
に
と
び
ゆ
く
　
　
　
　
　

若
桑
謙
一

陽
の
当
る
土
に
芽
吹
き
し
福
寿
草
枯
葉
を
分
け
て
姿

あ
ら
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
鋒
枝

咲
き
初
め
し
ラ
ッ
パ
水
仙
風
に
ゆ
れ
朝
陽
に
映
え
て

鮮
や
か
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

「
評
」
一
首
目
、
自
ら
を
高
め
る
た
め
の
勉
強
は
終

生
大
切
な
こ
と
。
作
者
は
法
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
り

救
わ
れ
、
心
満
ち
た
り
帰
る
道
に
梅
の
香
り
を
胸
深

く
吸
う
。
心
救
わ
れ
る
作
品
。
二
首
二
二
首
目
、
共

に
対
象
物
を
見
つ
め
的
確
に
表
現
し
て
格
調
高
い
。

匙
窒だ

子ち

百一

小

年

脇■邨曲魏卿儲蕊ぐ髄姫鯨彊慶魯徽碑窟ぐ魯惚償ぐ瞥弥憩滞撹堪〆櫓膏瞥愚必曜
x
．
諏
へ
普
薩
へ
き
琵

η1

股
兵
三
選

法
話
聞
き
心
満
ち
足
り
帰
り
来
ぬ
通
辺
に
梅
の
花
盛

り
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

菜
の
花
の
黄
の
花
群
を
ま
ぶ
し
み
て
登
れ
る
丘
に
残

雪
清
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

も
の
な
べ
て
静
ま
る
夜
半
に
幼
子
の
あ
わ
き
寝
息
を

視
つ
め
聞
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

在
り
し
日
の
亡
夫
を
偲
び
て
沈
丁
花
の
し
る
け
き
匂

ひ
に
泪
流
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

冬
枯
れ
の
佗
び
し
き
庭
に
春
を
呼
ぶ
黄
も
鮮
や
か
に

金
梅
咲
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

ふ
る
さ
と
は
い
ま
花
盛
り
沢
端
の
川
面
に
映
え
て
落

花
は
し
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

こ
の
肩
に
か
ご
を
背
負
い
て
幾
春
秋
葉
た
ば
こ
作
る

　
　
　
　
へ
蓉
嚢
ハ

鈴
木
貞
二
選

鯵
養
疇
糞
尊
睡
弩
鷺
遙
口
X
昌
霞
へ
勇
き
妻
糞
誕
話
溢
露
（
嚢
妻
壽
錘
蓉
奪
疇
・
語
（
5
昌

う影る0ケツサワ

糞
・
糞
・
爵
戸
鳶
・
鳶
F
彗
義
へ
診
蛭
・
勺
舞
・
．
、
讐
』
奪
ワ
溢
属
・
窮
睡
ウ
》
鰐
・
霧
乾
・
ぜ
奪
ワ
鳶
＾
、
韓
、

　
味
噌
汁
に
摘
み
し
ば
か
り
の
蕗
の
墓
　
高
子
　
　
橘

　
大
棒
巣
ご
も
り
鴉
五
年
目
に
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

　
選
挙
終
へ
今
朝
の
小
鳥
の
賑
や
か
に
　
近
内
　
キ
ヨ

　
弁
当
を
持
寄
り
語
る
花
の
書
　
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

　
春
時
雨
に
ぬ
れ
て
平
気
な
夜
学
生
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
桑
の
木
の
は
や
解
か
れ
ゐ
て
芽
吹
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
周
子

　
　
「
評
」
　
｝
句
目
、
四
方
の
山
々
も
一
斉
に
笑
ひ
そ
め

　
た
が
、
鳥
鳴
く
里
も
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
二
句
目
、

　
　
一
日
中
鶯
が
来
て
鳴
く
昨
今
で
あ
る
。
春
風
邪
に
臥

　
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
旬
目
、
今
に
福
枡
も
売

　
っ
て
い
る
午
祭
の
日
で
あ
る
。

　
〇
六
月
の
例
旬
会
は
、
二
十
三
日
（
日
）
に
中
央
公
民

　
館
で
行
い
ま
す
。

山
笑
ひ
鳥
鳴
く
里
の
静
か
さ
よ
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

鶯
の
ひ
ね
も
す
鳴
け
る
床
に
臥
す
　
　
岡
崎
　
澄
子

福
枡
を
並
べ
る
策
屋
午
祭
　
　
　
　
　
若
桑
げ
ん
じ

卒
業
歌
村
を
出
て
行
く
子
ら
ば
か
り
　
佐
藤
　
善
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぜ
鴛
彰
鯵
’
諺
X
麗
ア
話
血
鳶
■

ラ
ン
ド
セ
ル
父
に
見
せ
た
い
母
子
家
庭

口
喧
嘩
口
の
上
手
な
妻
が
勝
ち

鼻
壽
’
、
，
壽
’
錘
軽
’
睡
，
鍾
A
彰
話
鍾
3
藍
♪

需
吃
　
需
‘
　
・
舅
■
農
F
　
窪
、
　
病
［
　
＝
軽
・
　
F
驚
』
　
寂
’
　
甕
’
　
・
聲
・
　
識
　

毒
・

す
き
ま
風
換
気
の
手
間
を
は
ぶ
い
て
る

食
卓
に
春
の
お
と
ず
れ
蕗
の
墓

春
風
に
さ
そ
わ
れ
う
す
く
紅
を
引
く

生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
う
休
刊
日

年
寄
り
も
い
て
め
り
は
り
の
あ
る
ツ
ア
ー

優
し
さ
が
庭
に
漂
う
沈
丁
花

無
人
駅
人
影
も
な
く
桜
咲
き

街
づ
く
り
シ
テ
は
バ
ッ
ハ
ヘ
立
ち
向
い

「
評
」
　
一
句
目
、
亡
く
な
っ
た
パ
パ

学
校
に
あ
が
り
ま
し
た
よ
。

と
成
長
す
る
の
を
見
守
っ
て
ね
。

短
か
く
、
平
和
は
長
も
、

つ
と
が
ま
ん
が
ま
ん

　「お地蔵様のお供え物」
　　　　けい
佐藤　　恵（越河小6年

寂
・
甕
・
ー
§
・
『
窪
，
　
p
　
　
　
　
・
寛
　
．
鰻
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
撚

　
大
沼
　
妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　
跡

　
小
野
嘉
津
子

小大佐斎米
関槻藤藤沢

愛喜平礼
侑子柳吉子

　
　
　
　
　
　
さ
ん
。

　
　
　
こ
の
子
が
、

　
　
　
　
　
二
旬
目
、
戦
争
は

　
　
家
庭
の
た
め
に
、
男
は
じ

。
男
は
つ
ら
い
よ
。

近
江
孫
太
郎

　
　
も
う
小

　
す
く
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

鈴
木
誤
差
選
　
毎
月
十
五
目
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

　
　
佐
藤
　
武
雄
　
　
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

　
　
草
野
　
　
清
　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

X
蟹
ア
y
冒
ウ
慈
疇
睡
ワ
、
寧
き
き
直
昌
ρ
壽
義
＾
話
ワ
誕
’
5
民
’
艶
’
X
置
マ
蓼
ぜ
留
9
善
並
呂
、
首
り
禽
［
爵
・
衰
［
鳶
昌
ぬ
弓
磨
，

岱勘駕‘観男・翼・箭・鴇■鯉で・絆く瀞・鯉’・就い識・凱・掛侃・・説・F㌶r冨

露

臨韓鰯鮒齢

13



水もれは、早い発見、早い修理

　漏水の防止は、資源の大きな節約になります

六
月

、
＝

一
日
か
ら
七
日
は

　
　
　
水
道
週
間
で
す

㎝
滴
の
水
も
地
球
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
贈
り
物

　家中のじゃロを全部閉めて、水道メータを見てください。水

道メータの1¢指針か星形パイロ、ソトが動いていれば漏水信号

です。水道メータは、ときどき見る習慣をつけてください。

彫

　修理が終わるまで、とりあえず止水

せんを右（（、）に回わして、水を止めて

ください、止水せんはメータボックツ

の中か道路と宅地の境にあります。

メータ
ボックス

蛭

．
止
オ
せ
ん

難
・

メ
ー
タ

一
『
一
．

曽
＝

國

8
『
一

．
『い

　水道の新設・増設・改造・撤去などの工事は、「指

定（公認）水道工纂店」で行ってください。指定（公

認）水道工事店では、工事に当ってのいういろな手

続きを、みなさまに代わって行います。

　また、指定（公認）水道工嘉店以外のところで工事

を行いますと、無資格または無届出工事となり、給

水条例によって水を止められたり、工事をやり直さ

せられたり・過料を科せられたりする場合がありま

す。ご注意くださし、。

上下水道料金は
　　便利な口座振替で
　　　　　　　水道事業所

／＼

）

税
に
関
す
る

　
　
　
高
校
生
の

　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

14

国税だより

’

＝

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税
務
署

で
は
、
全
国
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら

税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
て
い
ま

す
。○

　
応
募
資
格
　
高
校
生

O
　
テ
ー
マ
　
税
に
つ
い
て
、
日
ご

　
　
　
　
　
　
ろ
考
え
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
や
意
見
な
ど
、
税
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

○
応
募
数
一
人
｝
編
、
三
千
字

　
　
　
　
　
　
以
内
。

O
　
締
　
　
切
　
九
月
五
日
（
木
）
ま

　
　
　
　
　
　
で
最
寄
り
の
税
務
署

　
　
　
　
　
　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
．

　詳しく

は
最
寄
り
の
税
務
署
総
務
課

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
3
レ

　
　
　
　
霧

育てよう！人権思想

人権擁護委員制度をごぞんじです
か⊃

6月！日は、へ権擁護委員法が施
行された日です。

あなたの町にはr］石市長から推薦

されて、法務大臣が委嘱した次の人
干崔持崖護委員カゴわります、

字延命寺北59
　0』　窪晦　∫菱　1君

（二｝224－25－2455

住所
氏名

電話

　
　
∩
∠

　
　
5

　
　
0

　
　
ワ
ぱ

　
世
一

　
3
6

　
ね
　

認
　
一

前
辺
4

場
　
2

堂
渡
2

字
　
0

所
名
話

住
氏
電

幅［司澤…谷字：且跡申26

平問　　治
0224－24－415n
ドイ乱登ヶΣ也68

　疋田正磨
0224－26－3216

所
名
話

住
氏
電

　
　
3

　
　
【
，
’

　
　
4

　
　
　

　
推
一

　
　
　

　
教
2

　
谷
4

ウ
一　

　
リ
リ

　町
細
2

本
　
　
o

r川犬卒都婆字黒森48－2
　　ヌぐ野宏　人

u224－27－2〔、1コ
は、無料て、秘密は守られま

気軽に：相，談1ださい．

住所
氏各

電話

住所
氏各

電話

住所

　相談
す．わ・

。9　へ・　◎

o　O　b
〆　　　 ＿

国
民
年
金
の
届
出
は

　
正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
国
民
年
金
の
届
出
は
、
自
分
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　会

社
等
へ
入
社
（
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
へ
の
加
入
）
し
た
場
合
や
退
職
し

た
場
合
、
妻
（
夫
）
が
夫
（
妻
）
の
被

扶
養
者
（
健
康
保
険
証
等
へ
被
扶
養
者

と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
）
と
な
っ
た

場
合
、
妻
（
夫
）
が
夫
（
妻
）
の
被
扶

養
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
等
は
、
市
役

所
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
届
出
が
必
要

で
す
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
関
係
の
届
出

は
勤
務
先
で
や
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
同

時
に
国
民
年
金
の
届
出
も
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が

　
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き

り
に
、
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
　
（
用

紙
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
）

　
な
お
、
こ
の
裁
定
請
求
書
を
提
出
さ

れ
ま
す
と
、
そ
の
年
の
現
況
届
は
提
出

不
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
費

二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
一
三
六
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
代
◇

て
鍵
樽
轟
壕
籍
「

●
●
公
共
施
設
の
整
備
に
役
立
つ
簡
保

　
●

鴛、趣

　
　
　
　
特
別
地
方
消
費
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
三
年
七
月
一
日
以
降
の
利
用
か
ら
免

税
点
が
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
，

利
用
区
分

宿
泊
等

飲
食
等

（
　
現

行

）
　
↓
　
　
（
　
改
　
正
　
後
　
）

一
〇
、
O
O
O
円
ま
で
免
税

↓
一
五
、
○
○
○
円
ま
で
、
免
税

五
、
O
O
O
円
ま
で
免
税

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の

簡
易
保
険
積
立
金
は
地
方
公
共
団
体
が

行
う
事
業
の
資
金
と
し
て
融
資
さ
れ
公

共
施
設
の
整
備
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
二
年
度
の
市
内
に
お
け
る
融
資

対
象
事
業
と
融
資
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

○
斎
川
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
建
設

　
事
業
　
二
億
一
千
二
百
五
十
万
円

　
○
辺
地
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
一
千
四
百
六
十
万
円

↓
　
　
七
、
五
〇
〇
円
ま
で
免
税

○
新
林
業
構
造
改
善
事
業

　
　
　
　
　
　
　
八
百
二
十
万
円

○
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
三
億
二
千
三
百
三
十
万
円

　
　
　
　
濡
．
占

　
　
　
　
　
際

　　一

つ

※
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
左
記
ま
で
お
問
い
台
わ
せ
．
・
だ
さ
い
。

　
　
〒
九
八
九
－
一
二
　
大
河
原
町
南
一
二
九
番
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
大
河
原
地
方
県
事
務
所

　
　
　
　
　
費
　
〇
二
二
四
－
五
三
⊥
三
一
一
（
内
線
）
二
〇
八

嬢宏鼠麦

シ
ロ
ア
リ
駆
除
の
訪
問
販
売

　
　
　
　
　
　
れ
た
。
違
約
損
料
二
万
七
千
円
を
払
っ

　
　
　
　
　
　
て
く
れ
」
と
銀
行
振
込
用
紙
を
置
い
て

　
　
「
シ
ロ
ア
リ
駆
除
の
訪
問
販
売
業
者

　
と
契
約
し
、
そ
の
後
解
約
を
申
し
入
れ

　
た
が
応
じ
て
く
れ
な
い
。
金
が
い
る
と

　
言
わ
れ
困
っ
て
い
る
」
と
の
相
談
が
A

　
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
一
人
で
家
に
い
る
時
、
シ
ロ
ア
リ
駆

　
除
業
者
が
訪
れ
、
床
下
に
潜
り
「
シ
ロ

　
ア
リ
が
い
る
よ
」
と
卵
を
見
せ
ら
れ
た
。

一
約
三
十
万
円
で
契
約
し
、
契
約
書
は
渡

　
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
帰
宅
し
た
息
子
に
話
す
と
猛
反
対
さ

　れた。

す
ぐ
契
約
解
除
の
電
話
を
し
た

　ら、

翌
朝
突
然
来
宅
し
「
上
司
に
怒
ら

r
ー
ー
ー
ー
日
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

行
っ
た
。
違
約
金
は
支
払
う
必
要
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
内
容
で
す
。

　
訪
問
販
売
法
で
ぱ
、
契
約
日
（
契
約

書
面
受
領
日
）
か
ら
八
日
間
以
内
の
契

約
の
無
条
件
解
約
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）

を
定
め
て
お
り
、
A
さ
ん
の
場
合
、
契

約
書
も
な
か
っ
た
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
き
る
期
間
は
「
無
期
限
」
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
業
者
は

契
約
の
無
条
件
解
除
に
応
じ
、
解
決
し

ま
し
た
。

　
訪
間
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に

は
、
信
用
で
き
る
業
者
か
？
　
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

言
葉
は
本
当
か
？
　
な
ど
を
冷
静
に
対
一

応
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
例
で
は
、
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇

ロ
ア
リ
が
本
当
に
い
る
の
か
自
分
の
目
一
一

で
確
か
め
る
、
高
額
な
契
約
な
の
で
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

族
に
相
談
す
る
な
ど
、
慎
重
さ
が
必
要
一
｝

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨

　
駆
除
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
他
の
業
者
“

の
見
積
り
も
検
討
し
た
り
、
信
用
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

る
業
者
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
ぜ
〉

ひ
必
要
で
す
。
シ
ロ
ア
リ
駆
除
業
者
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

つ
い
て
は
、
㈹
日
本
白
あ
り
対
策
協
議
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
’

会
　
P
C
O
協
会
（
智
〇
二
二
－
二
七
，

三
－
一
五
二
四
）
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
徽

と
も
で
き
ま
す
。
実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
に
帯

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室
“

15
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今年も下水道を整備します

＾
直

－
、
G
、

油
謂
爾

甑
　
　
ゐ
　
　
輔
，

ー

覧’

澄
・

f
郭

、
隙
r

，
，
亀

　
　
　
ク

羅

　議碁
許、

二
！

、、

聾
哩寡

　
．

す
下
水
道
工
事
に

嫁
　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

願承
　
近
代
都
市
の
基
盤
は
、
下
水
道
の
整

訂
備
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

で
　
白
石
市
で
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆

のす
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
下

・
ま
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

皿
卸
三
年
度
の
工
事
予
定
は
次
の
と
お
り
で

も
す
が
、
い
ず
れ
も
道
路
地
下
二
～
四
メ

合場
i
ト
ル
に
埋
設
す
る
と
い
う
特
殊
な
工

る
事
と
な
り
ま
す
。

な
こ
　
こ
の
た
め
、
工
事
区
域
に
お
住
ま
い

更
の
方
々
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
工

変少
事
を
進
め
ま
す
が
、
工
事
期
問
中
は
各

多
箇
所
で
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
ご

※　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
市
下
水
道
課
工
務
係

　
　
智
二
五
－
二
一
一
二
内
線
）
二
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
O

七
月
『
目
は
、
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
第
一
期
の
納
期
限
で
す
。

面整備工事施行区域

郡山字五昇路／観音崎

寺屋敷前
寿山団地
西益岡町
八　幡　町
東町一丁目

狂犬病予防注射・登録の追加実施

犬も家族の一員です。

愛情と責任をもって人の迷惑にならないよう

に飼いましょう。散歩時の糞の始末は責任を
もって行なってください。

、
’A　‘

、、q

　　予防注射・登録実施日程
・日時　6月13日（木）

　会　場
健康センター

中央公民館
大鷹沢公民館

白川公民館

深谷公民館
福岡公民館

滝下会館
越河公民館

斎川公民館

大平公民館

小原公民館

　　時　　間

　8：50～　9：00

　9：20～　9：30

　9＝50～10＝00

10：20～10：30

10：50～11＝00

11：20～11：30

11＝40～11：50

13：30～13：40

14：00～14：］0

14：30～14：40

15＝10～15：20

指定獣医師名・連絡先
電　　話

26－2235
25－5954

　　住　　　　　所

白石市字半沢屋敷前73

白石市斎川字御案内屋敷2！

氏名
斎藤好
保科善久

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
”

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
所
得
・
養
育
の
状
況
な
ど
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
分
か
ら
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
方

に
通
知
い
た
し
ま
す
）

〔
持
参
す
る
も
の
〕

①
通
知
書

②
印
鑑

③
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）
名

　
義
の
預
金
通
帳

　
④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入

　
し
て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加

　
入
証
明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受

　
け
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年

　
金
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す

　
今
月
は
、
平
成
三
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
ま
で
の
四
か
月
分
の
児
童
手
当
が

振
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
五
日
以

降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二

費
二
五
－
二
一
　
　
　
（
内
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

高
額
療
養
費

自
己
負
担
の
限
度
額
が

　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

月
　
　
日

地
区
名

行

政

区

時
間

場
所

　
入
院
等
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
そ
、
の
自
己
負
担
限
度
額

が
五
月
診
療
分
か
ら
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

改正後改正前

　狂犬病予防注射と登録を追加で行

います。4月に予防注射を受けさせ

ることができなかった飼い主の方は

最寄りの会場で必ず受けさせるよう

にしてください。

●日時6月13日（木）

●対象犬　生後91日以上で、4月以

　降予防注射・登録をしていないす

　べての犬。

●料　金　一頭にっき4，900円

※この日程でも都合のっかない方は

指定獣医師から予防注射を受け1保

健衛生課で登録してください。

　詳しくは、保健衛生課（健康セン

ター内）25－2111（内線）603へお問

い合わせください。

越

河

60，000円

33，600円

57，000円

31，800円

児童手当現況届受付目程表

6
月
2
0
日

斎

川

大
　
平

大
鷹
沢

全

区

般

34，800円

23，400円

6
月
2
1
日

6
月
蟄
日

6
月
蕊
日

6
月
2
6
日

白

lII

小

原
福
岡

白
　
石

臼
　
石

全

区

全

区

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町
・
長
町
・
亘
理
町
・

短
ケ
町
・
新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
・

清
水
小
路
，
寿
町
・
柳
町
・
本
郷
第
一
・
本
郷
第

二本
郷
第
三
．
本
郷
第
四
・
寿
山
・
緑
が
丘
・
鷹
巣
・

旭
町
・
上
郡
山
・
郡
山
・
小
下
倉

午前9時～午後3時

33，000円

22，200円

市役所第2会議室（2階）

多
数
該
当
世
帯

た
だ
し
（

帯
の
場
合

）
内
は
市
民
税
非
課
税
世

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
で
、
高

額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
健

衛
生
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の

　
．
印
鑑
、
保
険
証
、
領
収
書
、
口
座

　
番
号
（
世
帯
主
の
口
座
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
白
石
市
保
健
衛

生
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）
二
五
－
二

一
一
一
（
内
線
）
六
〇
四
へ
。
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公民館だより

　　　　　⇔高山植物観察会
南蔵王の高山植物に関する知識を高めることを目的に開催します。

○日時7月7日旧）

　　　午前9時中央公民館集合

　　　※小雨決行

○場所南蔵王
○対象及び募集人員

市民30名（定員になり次第締め切ン））

○講　師　蔵王自然保護協会員

○参加費　1，500円（当日徴収します）

○申込先　白石市中央公民館智26－

2453・24－5377へ6月6日園から

11日図までの間に申し込んでくだ

ざい。

○持参する物　昼食、水筒

※山歩きできる服装でおいでくだ

　さい。

　　⇔「ハイクリアーズ」会員募集

婦人の運動不足の解消に、バドミントンで心地よい汗を流してみ

　ませんか。

○日時　毎週木曜日

　　午前9時30分～12時
○会場　臼石市中央公民館大ホール

○会費　月額500円（入会金は不要）

○申込先　白石市中央公民館曾26－

2453・24－5377、または費25－69

79渡部まで。

◎・シルバーダンス

　パーティーヘのお誘い！

高齢者の方々のためのダ）スハー

ティーを次のとおり開催いたします．

市民の方々、どうぞふるってご参

加ください。

○日時　6月22日（土）午後6時30分

○会場　臼石市中央公民館大ホール

○参加資格

・女性は、60歳以上の方に限る。

・男性は、人数の関係で年齢を問

　いません。

O主催　ダンスバル白石

初心者のための、レッスンコーナ

ーも設けますので、気軽にご参加く

ださい。

お問い合わせは、費26－3640跡部

まで。

。婦人の家か，う　特別講座受講生募集★★★

◆クラシックな染の花・アートフラワーで

　　　　　　　バラと小花のコサージュを！

○日時6月24日㈲
　　　午前10時～午後12時30分

○場所市働く婦人の家
○講　師　読売ミヤギテレビアカデ

　　　ミー講師　本問　薫先生

◆夏の歌を大きな声で

　　　歌いましょう！

O日時6月27日（木）

　　　午後6時30分～午後8時
○場所市働く婦人の家
o講　師　米澤　時子先生

　　　柴田恵理子先生
※男性の方もどうぞ。

6月の休館日

3　・　9　・17・23・30

○定員15名
O費　用　材料費1，500円位

○その他　はさみ、木工用ボンド、

　　　竹ぐし、エプロンを持参

　　　してください。

※婦人の家に見本があります。

婦人の家　費25－5095

勤労青少年ホームから

仙南3ホーム運動会（交流会）

　　　　　参加者募集

角田市・柴田町・白石市の勤労青

少年が一堂に会し、交流を深めるた

めに開かれる大会です。

勤労青少年のみなさん、いい汗流

してリフレッシュしてみませんか。

奮ってご参加ください。

○日時6月9日旧19時～14時
○会　場　臼石川緑地陸上競技場

○種　目　綱引き．3人4脚、混合

　　　リレー他
○持ち物　運動できる服装、運動靴

○その他　雨天時は、勤労青少年ホ

ームで内容を若干変更して行いま
す。

申し込み、問い合わせは、勤労青

少年ホーム智25－3720へ。

白
石
春
の
四
大
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
統
［
名
称
募
集

　
春
の
イ
ベ
ン
ト
連
絡
協
議
会
で
は
、

自
石
の
伝
統
文
化
と
産
業
を
結
集
し
た

春
の
四
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
自
石
市
民

春
ま
つ
り
・
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー

ル
・
臼
石
う
…
め
ん
ま
つ
り
・
全
日
本

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
ま
つ
り
の
共
通
イ
メ

ー
シ
を
も
っ
た
統
一
名
称
を
引
き
続
葬
、
－

募
集
し
ま
す
．
．

◎
応
募
方
法

　
●
締
切
日

　
　
　
六
月
三
十
日
ま
で
へ
六
月
末
日

　
　
　
ま
で
消
印
有
効
）

　
●
応
募
先

　
　
　
臼
石
市
本
鍛
冶
小
路
十
一
．
一
番
地

　
　
　
鵜
臼
石
青
年
会
議
所
あ
て

　
※
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
．
、

◎
賞
　
品

　
　
●
三
万
円
相
当
の
品
　
　
一
名
様

　
　
●
一
万
円
相
当
の
品
　
　
二
名
様

　
※
同
名
称
多
数
の
場
合
抽
選

◎
発
表
方
法

　
　
臼
石
市
広
報
紙
上
に
お
い
て
発
表

　
詳
し
く
は
、
強
自
石
青
年
会
議
所
事

務
局
費
〇
二
二
四
i
二
四
－
四
五
五
五

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　食物繊維
　　について

食物繊維は、腸の働きをスム

ーズにし、便秘や大腸ガンを予

防したり、コレステロールを減

少させるなど今や注目の成分で

す。

1日の必要量は20gぐらいが

目安といわれていますが、日本

入の摂取状況は減少傾向にあり

ます。

海草、きのこ、野菜、芋類に

多く含まれており、意識して取

り入れるようにしましょう。

　上手な取り方
・多種類の食品を食べる。

・食物繊維の多い食品を知り、

その食品を使う料理のレバー

トリーを広げる。

・きのこ、海草などの登場回数

を増やす。

・いつでも使えるように食物繊

椎源（切F）干し大根・ひじき

など）を常備する。

　
　
　
　
山
菜
ま
ぜ
ご
は
ん

〔
材
料
〕
五
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
前
に
洗
い
ザ
ル
に
上
げ
て
お
く
。

米
2
カ
ッ
プ
、
も
ち
米
2
カ
ッ
プ
、
油
　
②
き
く
ら
げ
を
ぬ
る
ま
湯
に
つ
け
て
も

揚
げ
1
枚
、
ゆ
で
竹
の
子
㎜
9
、
あ
く
　
　
　
ど
し
、
小
さ
く
切
る
。
油
揚
げ
、
た
け

ぬ
き
わ
ら
び
㎜
9
、
あ
く
ぬ
き
ふ
き
㎜
　
　
　
の
子
、
に
ん
じ
ん
は
2
㎝
の
線
切
り

9
、
に
ん
じ
ん
小
％
本
、
き
く
ら
げ
5
　
　
　
に
、
わ
ら
び
は
2
㎝
の
長
さ
に
切
る
。

9
、
出
し
昆
布
1
0
㎝
、
酒
大
さ
じ
4
、
　
　
ふ
き
は
小
口
よ
り
小
さ
く
切
る
。

し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
3
、
ご
ま
油
大
さ
じ
　
　
0
酒
、
し
ょ
う
ゆ
、
ご
ま
油
、
塩
を
混

2
、
塩
小
さ
じ
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
、
⑨
）
に
か
ら
め
て
3
0
分
お
く
。

〔
作
り
方
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
炊
飯
器
に
米
を
入
れ
、
水
を
目
盛
り

①
米
、
も
ち
米
を
合
わ
せ
、
炊
く
一
時
　
　
　
よ
り
や
や
少
な
め
に
加
え
（
個
）
を
の
せ

●
春
山
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
炊
き

　
こ
ん
だ
ま
ぜ
ご
は
ん
で
す
。

●
山
菜
は
繊
維
質
の
豊
富
な
食
品

　
で
す
。

　
そ
の
上
に
だ
し
昆
布
を
の
せ
普
通
に

　
炊
く
。

⑤
出
来
上
が
っ
た
ら
昆
布
を
取
り
出
し
、

　
米
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
混
ぜ
る
。
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鍵輩’

多

’趣

大野　きんさん（大鷹沢）

消費生活モニター調査結果

品　　目

浪
憂　粉

4，砂　　　糖

　　　ゆ
5．峠　　　、由

．マーうり．

　　　手L
9．

lo．曽

ll．

12，71L

工3，、毛．轡1拾成、先剤

14，理　（　料

王二．　　『i糾

ll㌃．7り一ニン、

17．’

現　　格

並食1袋6－8枚切

薄力粉1kg

1二楓農口1けll容器入り

h日糖1klヨ

＋リ容旨：沃り701）9

カ1し1ン入1〕ソフト22動

がしトン入．を1！259

挿枚1200組職籏乳．り

幅3‘）⊂m長さ20m

幅2馳n1長さSm

謝化繊用笹り〆11“箱入卜〕

コーILトンヨート

長祖1ワfシギノ

・外食並1皿

商λ
一産

！
工
t

配
現
現

7恥円5

最高価格

ユoo

228

84

26〔1

320

428

304

233

3grI

14零

345

173

∋50

1，300

7，51〕「1

2rlo

5UO

91呂

1，075

13ビ1

131

106

72

228

292

302

180’

198

359

Sl

15呂

100

658

1，50r｝

5，205

150

361）

123

54．76

平均懸格1円1

目氏
7

158

191

80

247

3り3

372

197

225

369

127

2王3

143

742

1．617

5、95り

17S

4ア2

呂87

945

】2呂

前目

158

207

83

245

323

403

199

233

37δ

135

325

141

761

1，640

6，〔14D

135

465

9り1

128

72

前年同月

150

212

72

237

321

噂35i

187

229

357

126

197

721

1、667

5，450

496

745

779

124

％∴
ス車ヒ士

前月

100．0

92．3

96，4

10n，8

93，8

92．3

99，0

96．6

98．1

94，1

94．7

1U1．4

97．5

9呂，6

96．2

101．5

99．2

93．3

11ヌQ．り

1口1．1

前年同月

L（15．3

90，1

96．4

104．2

94．4

106．0

105，3

98．3

1自3．4

100．8

108．1

102，9

97．0

1ロ9．2

謂
一
既
一
珈
一
脚

（上昇品目）

砂糖・アルミホイル・カレーライス・軽
油

（下降品目）

小麦粉・即席中華めん・しょうゆ・サラ

ダ油・マーガリン・牛乳・バター・ティ

ッシュペーパー・ラップ・洗濯用合成洗

剤・理髪料・パーマネント料・クリーニ

ング・灯油
（横ばい品目）

食パン・レギュラーガソリン

（上昇品目）

食パン・砂糖・サラダ油・マーガリン・

バター・ティッシュペーパー・ラップ・

洗濯用合成洗剤・パーマネント料・灯油

　・レギュラーガソリン
（下降品目）

小麦粉・即席中華めん・しょうゆ・牛乳

　・理髪料・カレーラィス
（横ばい品目）

軽油

※空臼部分は調査品目の変更になったもの
です。
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　　1ほしゆ骸

緑のオーナー募集

自石営林署では、国有林の分収育

林を行う緑のオーナーを募集してい

ます。どなたでも1口50万円で緑の

オーナーになれます。

○内容
●植えてからおよそ21年～30年た

　ったスギ・カラマツ等の森林を

　伐採するまでの間、あなたと国

　が協同で育てるものです。

●個人・団体・法人を問わず何口

　でも参加できます。

●森林は国が責任をもって手入れ

　や管理を行います。

●将来、樹木を販売してその収益

バドミントン教室

　　　受講者募集
初心者でも経験者でも大歓迎。

意欲的な方をお待ちしています。

O期　日　6月より毎週木曜日

　　　（午後7時～9時）

○会場大平小学校体育館

○会費　月1，000円（他にワックス

　　　代として年1，000円）

○連絡先　佐久間智25－6802まで

○主催　白石バドミントン協会

O後援大平バドミントンクラブ

　を持分に応じて配分します。

☆こんなに有利でお得です

●ご参加の際、不動産取得税や固

　定資産税はかかりません。

●お子さんや、お孫さんの名義で

　も贈与税はかかりません。

●全国各地の林野庁の宿泊保養施

　設、全国の国営・国設スキー場、

　全国有名観光地の旅館が割安に

　ご利用いただけます。

詳しくは、白石営林署総務課庶務

係智0224－25－2141へお問い合わせ

ください。

市営住宅入居者

　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿山

型式

3DK
3K

3K

家賃1敷金は3月分，

3，000円～7、400円

3，300円～3，500円

空家
戸数

11コ

12戸

自衛官を

募集しています

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

新館

城南

型式

3DK

3K

3DK

家賃（敷金は3月分1

14，500円～IS，000円

10，500円～12，600円

23，000円

家
数

空
、
月

8戸

5戸

1戸

○応募資格！8歳から27歳未満の男女

○勤務8時30分～17時
※第1・3土曜日は12時30分

o休日
日曜、祝日、第2・4土曜日

○初任給　133，900円

　　（9ヵ月後146，800円）

詳しくは、市民課厭25－2111、また

は、大河原募集事務連絡所盈0224－

53－2185へお問い合わせください。

能力開発セミナー

受講生募集について
緑が丘県営住宅

　入居補欠者募集

21

市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係暦25－

2111（内線）262への問い合わせくだ

さい。

雇用促進事業団宮城技能開発セン

ターでは、6月開講の能力開発セミ

ナー受講生を募集しています。

○パソコンFORTRAN

　　　　6月18日～7月2日
o家具製作クラフトコース

　　　　6月4日～6月25日
　　　　　　他13講座

詳しくは、〒985多賀城市明月2－

2－1雇用促進事業団宮城技能開発セ

ンター開発援助課豊022－362－2254へ。

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

型式

平成3年度工業統計調査
広報用ポスターの

　　　公募について

団地名

寿山 K

家賃1敷金は3月分1

14，500円～16，500円

数戸家空

20戸

申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

住宅建築センター県営住宅課費022－

224－0014へ。

毎年実施される工業統計調査に関

する、広報用ポスターを通商産業省

が募集しています。

ポスターの大きさは、縦59cm、横

42cm（A2版）で、使用する色は4

色以内となり、6月21日まで市企画

財政課へ提出してください。

詳しくは、市企画財政課統計係豊

25－2111（内線）362へ。

　　　　　ρ

　　，亡羅

璽厘BOO　S・サんみ胡一しょん」甜
移動図書館（こまくさ号）巡回日程表

　　地区名　　　　　駐車場名　曜日週

第

1

週

第

2

週

第

週

第

4

週

火

くオ

金

火

くオ

木

火

水

金

火

くオ

金

斎川

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

小原
全地区

臼石

越河
臼川

臼川

臼川

臼石
大鷹沢

白石

福岡

福岡

越河
自石

臼石

自石

自石

白石

自石

臼石

大平
全地区

大鷹沢

河越

越河

自石

臼石

白石

斎川小学校
長　峰　分　校
鎌 先

三本木（大槻宅前）

深谷小学校
八　宮　分　校
長 袋

福岡小学校
三　住　分　校

小原中学校
配 本　※

城　南　団　地

南　中　学　校
臼川第一ニュータウン

臼　　　川　　　4、　　学　　ホ交

自川中学校
観音崎住宅

園忘不

杉浦製作所前
蔵　王　分　校

不　忘　分　校

越河小学校
アツギナイロン社宅

緑が丘市営アパート

緑が丘住宅
緑が丘県営アパート

鷹巣蛭賀屋敷

旭町公園脇
傑山寺門前
大平小学校
己酉 本　※

大鷹沢小学校
前越河郵便局前

越　河　駅　前
萩が丘児童公園前

寿山教員住宅
寿山南公園前

　　　　　平成3年4月現在
時　　間　　　　　　　電話　　　　連絡先

午後3：00～4：00

午前9：40～10：20

午前10：40～11：20

午後1：30～2：00

午後2：10～3：30

午前10：00～11100

午後1：30～2：00

午後2：30～4：00

午前9：40～10：40

午後3：00～4：00

午前9：00～11：50

午後1：40～2：30

午後3：00～4：00

午後1：30～2：10

午後2：20～3120

午後3：30～4：20

午後1：30～2120

午後2：40～3：10

午後3：20～4：20

午前9：40～10：20

午前10：40～11：30

午後2：00～3130

午前9：30～10：00

午前10：10～10：30

午前10：40～11：00

午前11：10～11：40

午後2：30～3：10

午後3：20～4：20

午後1：50～2：20

午後2：30～3：30

午前9：00～11：50

午後2：00～3：10

午前10：20～10：40

午前10：50～！1：30

午後1：20～2：20

午後2：30～3120

午後3：30～4：20

大槻　孝

佐藤春夫

男吉勝大

25－2704

24－8345

26－3735

25－3536

24－5877

25－3359

24－8342

29－2027

28－2013

27－2103

27－2102

25－3518

24－8343

24－8344

28－2008

25－8445

25－3709

25－3714

28－2261

※自動車文庫配本所について、詳しくは市図書館へ。

図書館からのお願い

　本の返却を忘れていませんか’

　図書館では本の貸し出しを行って

が）ますが、返却されないでいる本

があります。貸し出し登録番号の書

きかえとあわせて本の返却も忘れず

1二≠ゴ原頁L斗しま1『。

図書館利用案内

○開館時間

月～土曜日　9時～4時55分

日曜日　　　10時～4時

○休館日

6月30日（日）月末整理日

白石市図書館

　　　燈26－3004

～新着図書案内（抄）～r
＊アラーの大警告一中東危機への衝撃の予言1

一　　　　　　　　　　　　　大川　隆法1

＊宿泊ガイドー旅館、ホテルから民宿まで網1

羅一

＊知られざる北方領土秘史一ソ連は最初北方

四島は諦めていた　四島返還の鍵はアメリ

カにあり一　　　　　　　　戸丸　広安

＊人づき合いの達人

　　　　　E・N・チャップマン
＊病気の原因は四つある一病気の原因を知る

ことが病気を治す　　　　　　丹羽　駿典

＊花の病害虫防除　　　森田　傭・上住　泰

＊マジック大百科一古典手品から最新トリッ

クまで一　　　　　　魔法陣、
　　　　　　　　　　ト＊心を動かす上手な話し方一成功する三位一

体の勉強法一　　　　　　　　吉田　竹邸

＊天翔ける倭憲　上・下　　　　津本　　陽1

＊仏像見わけ方事典一はじめて出会う仏さま1

一　　　　　　　　　　　　　芦田正次郎1

＊クルド民族一中東問題の動因一

　　　　　　　　　　［　　　　　S，C．ペレティエ
＊世紀末の中東を読む　　　　　高木規矩郎

＊目で見る議会政治百年史

　　　　　衆議院・参議院編集
＊国際化時代と青少年　　青少年育成研究会

＊体にいいもの食べていますか一多忙族のた

めの食方箋一　　　　　　　　大槻　　彰1

＊サンリオキャラクターのかわいいサマー二

ット　ー3・5・7歳一　　　　　　　　

＊人形一紙塑・桐塑・衣裳・木目込・張り

　　　　　　　　　　1子一　　　　　　　　　　　高浜かの子

＊太平記　　　　　　　　　　　永井　路子

＊新無頼派宣言　　　　　　　　東海林　良

＊小説都庁新宿移転　　　　　　立山　　学

＊頽れた神々上・下　　　　西村寿行

＊十津川警部の逆襲　　　　　　西村京太郎

＊昼下り　　　　　　　　　　　笹沢　左保

＊雨　月　　　　　　　　　　　立松　和平

＊遠い港　　　　　　　　　　北方　謙三

＊あ？か？さ？た？な？で話そうね一脳腫瘍

と闘った親娘の記録一　　　　田中紀代和

＊ぬう・あむ自由自在　　　　　田中　周子

＊おれたちスパイー秘密情報局員一　　　　、

　　　　　　　佐藤まもる”
＊まいごのたまご　　　　　　　柏葉　幸子

＊無禄にて候一ボーダレスの豪商銭屋五兵衛

一　　　　　　　赤津征男
＊死者の誘拐　　　　　　　　　大谷羊太郎

＊幕府隠密帳　　　　　　　　　南原　幹雄

＊雨音を聞きながら　　　ペギー・ウェップ

　子どもの本
＊ふしぎないきもの

　　　　アネリース・シュヴァルッ
＊ズソコケTV本番中　　　　　那須　正幹
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φ
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　　　　6目30日（日19時～17時

○会　場　白石市民会館

○展　示　生花（池坊秋水会）、彫金

　　　写真（フォト不忘1

0実演コーナー　生け花の実演

○主催白風会

d

統計は未来を開く

道しるべ

7月1日は事業所統計調書・

商業統計調査の日

　今年は7月1日現在で、平成3年

事業所統計調査及び商業統計調査が

全国一斉に実施されます。調査の対

象となるのは、農林漁家を除くすべ

ての事業所です。この二つの調査は

産業の国勢調査ともいうべき重要な

統計調査であり、調査内容は統計を

つくるためだけに用いられ、その他

の用途に使われることはありません。

　6月下旬に調査員が調査票の記入

をお願いに訪問いたしますので、ご

協力をお願いします。

　詳しくは白石市企画財政課統計係

盈25－2111（内線）362へ。

「民事介入暴力対策

仙台大会」について

　「民事介入暴力対策仙台大会」を

次のとおり開催します。

○日時6月21日（金）午後1時

○場所宮城県民会館

○内容

講演
　「宮城県における暴力団の実態と

民事介入暴力に対する警察の対応」

パネルディスカッション

　民事介入暴力の事例紹介とその対策

○主催日本弁護士連合会民事介

入暴力対策委員会　他

入場料は無料です。詳しくは、仙

台弁護士会智022－223－11）01へ。

　
、
り

　
か

本年3月16日のダイヤ改正時より

朝の通勤時聞帯に、東北新幹線下り

臨時列車が運転されることになりま

した。

臨時列車の運転時刻及び運転月日

は次の通りです。

○運転時刻

　あおば281号

白石蔵王　7時43分発

仙　　台　7時59分着

○運転月日

　6月一3・10・！7・24日

　7月一1・8・15・22・29日

梅雨時はがけ崩れのシーズン

土砂災害防止月間6月1日～30日

税の窓ロ《勤
□座振替の軽自動車税納税証明書

　（継続検査用）の送付について

軽自動車の口座振替をご利用して

いる方で、継続検査用の納税証明書

を必要とするものについては、6月

中旬送付いたしますので、車検を受

けるときにご利用ください。

　なお、その前に必要とする方は、

税務課窓口でお受けとりください。

　7月1日は、市県民税（第1期分）

国民健康保険税（第3期分）の納期

限ですノ

家庭教育ふれあい推進事業

　　『つくしひろば』開設
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　核家族化、子供の数の減少化、共

働き家庭の増加など家庭をめぐる社

会の状況が変化しています。

　「つくしひろば」は、近隣の親の

方々の情報の交換、親と子のふれあ

い、仲間づくりを図りながら、家庭

教育に関する学習や親と子のふれあ

い活動、子育てグループ活動を行い

ます。

　いつでも、どなたでもお気軽に参

加できます。ご利用ください。

○開設期間

　平成3年6月～平成4年2月

　※毎週火・木・金曜日、10時～15時

○場所白石市中央公民館

　　　　　　図書室及び広場

○費用無料
詳1、くは、市教育委員会教育課社

会教育係智25－2111（内線）409・

410へ。

　日本列島は、もろい地質に覆われ

た火山国で、国土の70％以上が山地

や丘陵地で占められています。この

ため、梅雨期や台風シーズンになる

と、がけ崩れによる災害が多発しま

す。日ごろから、次のようなことに

注意しましょう。

地震のときや、100ミリメートル

以上の長雨、1時間に20ミリメート

ルを超す大雨のときは、特に注意を

するとともに、がけのまわりを日ご

ろから点検し、避難先を決めておき

ましょう。

　なお、がけを削ったり、水路をつ

くるときは、市建設課費25－211！

〔内線）264・265または、大河原土木

事務所留0224－53－3125へご相談くだ1

さ暁鞭黛
1調』♪

　口座振替をご利用の方は、預金残

高をご確認ください。

BOOK5嚇醐一しよん・一

★子どもの本展示会

子どもの本選びの参考に

　昨年度発行された児童図書の中か

ら、子どもたちに読んでほしい本300

冊を宮城県図書館から借り受け、移

動展示するものです。お子さんと

、
0

4

一緒におでかけください。

○日時6月21日㈹から6月23日（日）

○場所白石市図書館2階文化室

好評ノ

　　“青っ葉市”始まる

　大好評の「青っ葉市」が、本年も

5月11日を皮切りに、毎週土曜日10

時から市民会館で開催されることに

なりました。新鮮でおいしい野菜が

盛沢山。ぜひご来場ください。

●

　　　‘

‘

綱引講習会を開催します
～　「綱引競技」に挑戦してみませんか！～

綱引競技に興味のある方ならだれ

も参加できます。この機会にあな

も参加してはいかがですか。

日　時

場所
内容

6月27日（木♪

午後6時30分～午後9時

白石中学校体育館

ルール及び技術指導

（講話・実技）

O参加申込　6月20日（木）まで市教

委員会文化スポーツ振興課豊25

　21！！（内線）412へ。

○その他　当日は運動のできる服

運動靴をご持参願います。

◎綱引競技用の綱をお貸しいたしま

　希望者は、市教育委員会文化ス

ーツ振興課燈25－2111（内線）412・

★吉見学園開放講座「くらしの中の手芸」7月7日～12月8日　吉見学園　奮26－2835

水と歴　と暮らしをみつめ直す
おなたも白石壼

　　　ウォーキングノ

今年で9圓目を迎えるT　B　Cラジ

オウォーク。今回は、「白石ホワイト

・ウォーク」と題して、白石市を舞

台に、ラジオを片手に歩きながら、

水と歴史を学び、楽しめる肩の凝ら

ないイベントが盛りだくさんに行わ

れます。

O日時　6月9日（日）

〕
／

土
寸
土
ぜ

7
　
か
D

1
　

1
～
　
～

土
寸
土
寸

－
　
Q
り

1
　
　

ー

ム
ロ
ケ
、

女
開
一

り
　
オ

祭
ウ（

o場所．コース

益岡公園（白石城跡）→神石臼石

→武家屋敷通り→新白石大橋→臼

石上水道記念碑→滝の観音堂（喜

多の墓）→片倉家廟所→市営球場

前→常林寺→清林寺→傑山寺→古

典芸能伝承の館→白石中→益岡公

園

○放送時間　！3時～！6時

　※コンサート終了16時30分

主催　東北放送

村下孝蔵もβψ

§貧♪来るヨノ
益岡公園イベント

●う一めん試食会

●地元古典芸能の披露

●地元自石蔵王産銘産、地元産直

野菜等の販売等

●こけしの絵づけ

●大抽選会

●ホワイトコンサート（村下孝蔵）

●クリーンf乍戦‘コンサート糸冬了後）

●記念植樹祭

　　　　　　　そ　の　他
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＝冠　＝　羅

6月2日

内科柿崎医院費25－2210
外科刈田病院費25－2145
歯科真壁歯科医院費22－3122

6月9日

内科海上医院費25－1501
外科加藤（大）医院費26－2653

歯科　高沢歯科医院　a25－5221）

6月16日

内科　水野内科ブリニ汐　a25－2736

外科斎藤医院費25－1222
歯科　高橋歯科医院　費26－3543

6月23日

内科柿崎医院姪25－2210
外科堤　医　院智25－1181
歯科三沢歯科医院　魯26－2518

6月30日

内科亘理医院君25－8501
外孝斗　橋本整形外科医院　丹25－16］6

歯科　富岡歯科医院　智24－4362

7月7日

内科大沼医院費25－251）2

外科刈田病院費25－2145
歯科村上歯科医院智26－2678

※都合により変更になる場合もあります。

6月の定例相
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

不克矛努季目言炎

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

相談日

14

14

14

14

5・25

14

14

毎週月・水・金

リオン

6・20
ニホン
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14

時間

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10＝00～

　12100

9＝30～

　15100

10＝OO～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14＝00

10：30～

　11：30

10：00～

　15：00

市内の交通事故1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～　　　　　　　　　　　障害者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15＝00　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　相　　談4／16～5／15（　）は累計

平成3年「交通安全
　　年間スローガン1　　　　　　　　　　　青少年　　　　　　　　　　　　　　　　毎週　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9＝00～
　　　　　　　　　　　　　　　月・火・木・金　　　　　　　　　　　相　　談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！7＝00かえり道あぶないかけっこ

　　　　　　ふざけっこ
のせましようゆとりという名の同乗者一・今月の表紙

場　　所

白石市役所
1階市民室

自石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

談日
内 容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長
が直接相談に応じます。

（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や貝曽与、土地売買に

関する税金、法人の税金
などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律についての困りごと

電話相談にも応じます費25－2111（

階
　
　
一

4
　
　
タ

所
談
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

　　内線）351

子供の教育上の相談

黛

ゲ飢・

法ぎ

・轡弊
』〆o．『

、 幽

死亡者数

人
人0
0負傷者数

11人
（42人）

　一

　　・　ヤ　　［　｛『
　”甲

メゆ・
幅

ド癬『7

難

重

『

　　　技に生きる⑭う

　　　　　　　しずか宮城水彩展に向けて、「静一博多人

形」と題する40号の大作に取り組む
渡部りつさん（郡山）。

教職，退いてから15年、今までに

日本水彩展で3回入選し、絵画部門

で女性ではただ一人の宮城県芸術協

会員です。

水彩画は油絵などと違って、透明

感のある色使いがコツ。「最初に入れ

た色が一番重要で難しいんです。こ

れ以上表わせないと思うまで、手を

抜かずに描いていきたいですねJと

作品への思いを語ってくれました。

物損件数

32件
（199人）

と
数
在

　
　
現

口
帯
末

　
　
月

人
世
4

　　　　

冊
42，355人
（十97人）

　　　冒

20，750人
（十46人）

　　　早

21，605人
（十51人）

一
12，029世帯

（十111世帯）

（　）内は対前月比
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